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　インターネット（以下「ネット」という。）は情報伝達や情報収
集において今や欠かせないものであり、その利便性は日々向上して
いますが、その反面、トラブルの原因と
なったり犯罪に利用されたりすることも
あります。
　ルールを守る態度やマナーを身に付けさ
せて、子どもを危険から守ることも大人の
役目です。
  スマートフォン（以下「スマホ」という。）
やネットの適切な使い方について、子ど
もと話し合ってみませんか？ 

□どのような機器でネットを利用しているか知っている。 □どのような目的でネットを利用しているか知っている。

□いつ、どのような場所でネットを利用しているか知っている。 □メールや通信の相手がどんな人か知っている。

□スマホ等を一日どのくらいの時間利用しているか知っている。

□どのようなアプリやサービスを利用しているか知っている。

見かけ上は、個人が特定されにく
いが、実は匿名の世界ではない

保護者・大人保護者・大人の責任としての責任として

ネット社会の特徴ネット社会の特徴

お子さんのスマホ・ネットの利用についてご存知ですか？お子さんのスマホ・ネットの利用についてご存知ですか？

　「欲しい」と言われてすぐ購入するのではなく、「なぜ必要なのか」「どう使うのか」をくわしく聞いて、
その理由が保護者を納得させるものでなければ、まだ持たせる時期ではありません。そのことについて、
子どもが納得するまで話し合いましょう。
　また、安全のために持たせるのであれば、携帯電話やスマホでなければだめなのか、それ以外の手段
はないか、よく考えてみてください。 

　子どもは大人の行動を見て、学び、育ちます。ネッ
トを「使いこなす力」を身に付けさせるためには、
子どもとともに、保護者自身がネットに関する知識・
技術、情報モラルを身に付けることが重要です。過
度の利用に注意するとともに、ネット上でも現実社
会と同様に、他人を思いやる心や自制する心、ルー
ルやマナー等を保護者自身が大切にしましょう。
　また、子どもと一緒の時は、画面ではなく、子ど
もの顔を見て話しましょう。

●県・県教育委員会
　　岡山県青少年総合相談センター（ハートフルおかやま 110）総合相談窓口　086-224-7110
　　24 時間子供 SOS ダイヤル　0570-0-78310
　　県総合教育センター 0866-56-9115
　　倉敷教育相談室 086-427-0244
　　高梁教育相談室 0866-22-9833
　　津山教育相談室 0868-24-1424

●法務局関係　［ネット上の人権侵害情報に関する相談等に対応します］
　　全国共通人権相談ダイヤル（みんなの人権１１０番）　0570-003-110
　　　※最寄りの法務局・地方法務局及びその支局につながります。
　　子どもの人権 110 番 0120-007-110
　　　※最寄りの法務局・地方法務局につながります。
　　インターネット人権相談 http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　　　※最寄りの法務局・地方法務局から回答します。

●警察関係
　　岡山県警察総合相談ダイヤル　♯9110
　　岡山県警察サイバー犯罪対策室 http://www.pref.okayama.jp/page/detail-95438.html 
　　ヤングテレホン・いじめ 110 番【24 時間】 086-231-3741   
          
●その他
　　岡山県消費生活センター 086-226-0999 （通信契約等についての相談に限ります）
　　　　　〃　　　津山分室 0868-23-1247 （　　　      　　　〃　　　      　　　）
　　消費者ホットライン 0570-064-370 （平成 27 年７月からは「188」でつながります）
　　迷惑メール相談センター（日本データ通信協会）　03-5974-0068 　http://www.dekyo.or.jp/soudan/
      （※広告宣伝目的の迷惑メールやチェーンメールについての相談に限ります）

●携帯電話会社
　　KDDI（au）  0077-7-111   NTT ドコモ  0120-800-000
　　ソフトバンク 0800-919-0157 ワイモバイル 0570-039-151

次のサイトに、子どもたちがケータイやスマホを使うときに巻き込まれるかもしれない問題について、くわしく説
明しています。トラブルへの対処法についても掲載していますので、こちらも参考にしてください。

このリーフレットの活用方法については、岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室のホームページを御覧ください。

●最初は保護者と一緒に使いましょう
　困った時はすぐ助けられるよう、保護者の目
の届く範囲でネットを利用させましょう。

●徐々に利用範囲を広げましょう
　子どもがネットの特徴を理解し、情報モラル
の習得が進んだら、段階に応じてフィルタリン
グの設定を見直して、利用できる範囲・サービ
スを広げましょう。

購入する前に考えましょう

保護者の皆さんへ
～あなたの使い方は？～

　子どもを様々な危険から守るためには、学校や家
庭だけでなく、地域の方の協力が必要です。登下校
の挨拶をはじめ、日頃からの声かけなど、学校・家庭・
地域が一体となって子どもを守りましょう。現実の
世界に居場所が見つからず、ネットの世界に逃避す
る若者が増えています。日常の生活の中で子どもの
居場所や活躍の場をつくり、現実社会を生き抜いて
いく力を身に付けさせることが、大人が子どもにで
きることではないでしょうか。

地域の皆さんへ
～あなたの力が必要です～

◎発達段階に応じてネットを利用させましょう

◎子どもと一緒にルールをつくりましょう

我が家のルールの例

「今、自分の子どもに携帯電話が本当に必要なの？」
「本当にスマホじゃないといけないの？」 　携帯電話等を購入する際には、LINE 等の無料通信アプリができないからといって、子どもがフィル

タリングの設定をいやがる場合があります。（注）
　フィルタリングは、年齢や判断力等に応じた細かい設定ができますので、学習関係のサイト等だけに
アクセスしたり、LINE 等の通信機能を保持しながら他のサイトへの接続を遮断することも可能です。
決して使い勝手が悪くなるわけではありませんので、子どもを守るためには、特段の理由がない限り解
除しないようにしましょう。
　また、ゲーム機や携帯音楽プレーヤーなども無線ＬＡＮ回線（Wi-Fi 等）を利用してネットにつながる
機器がありますので、フィルタリングや閲覧制限・課金制限などのペアレンタルコントロール機能の設定
方法については、メーカーのホームページで確認をするか、機器を購入した販売店等に御相談ください。

（注）平成 27 年３月末から、ＬＩＮＥは小学生向けのフィルタリングサービス（設定）でない限りは初期設定で     
　　 使えるようになっています。

スマホ・ネットの適切な使い方を中学生が小学生に
伝えています（赤磐市立高陽中学校）

●放置したり、あきらめたりしないようにしましょう
　・購入した後だからとあきらめず、必要なルールや注意点を子どもと一緒に考えましょう。
　・リスクの低い利用になるように、子ども自身の気付きを手助けしましょう。
　・わからないことがあれば、子どもに聞いて一緒に考えましょう。
●困った時にいつでも相談できる相手になりましょう
　・子どもが発している SOS に気づき、一声かけて悩みを聞きましょう。
●モラルや、コミュニケーション能力を身に付けさせましょう
　・現実社会において許されない行為はネットの社会でも許されないことを伝え、常に相手を大切　
　　にするコミュニケーションを心がけていきましょう。

購入する時に気をつけましょう

購入した後も、子どもがすることに関心を持ちましょう 非匿名性
相手と直接会わなくてもコ
ミュニケーションが成立する

非対面性
一瞬にして世界中に情報が広
がり、削除が困難である

広域性・拡散性

◎フィルタリングを設定しましょう

◎子どもとコミュニケーションをとりましょう

　家庭でのルールを決めるには、子どもとしっかり話し合うことが大切です。「あれはダメ、これも
ダメ」となりがちですが、「あなたを守るために必要なこと」という保護者の気持ちをしっかりと伝え、
子どもが納得して守ることができるよう、購入する前にしっかりと話し合ってルールを決めましょう。
　●危険性を子どもとともに理解し、ルールづくりの必要性を伝えましょう。
　●一方的なルールにならないよう、必ず子どもと話し合いながら決めましょう。
　●ルールを決めたら終わりではなく、ルールが守られているかを確認し、必要に応じて見直しましょう。

○○家のルール（小学校５年生）
・携帯電話は午後９時になったら親に預ける。
・携帯電話は自分の部屋で使わない。
・勉強中や食事中は使わない。　　　　　
・知らない人（一度も会ったことのない人）と

メール等のやりとりをしない。
・ルールを守らなかった場合は、親がいいという

までは携帯電話を持たない。

我が家のルールを作ってみましょう

１

２

３

４

５

単なる禁止や取り上げだけでは、子どもは納得しません。

岡山県教育委員会では、次の３つの取組を進めています。
　○保護者が午後９時以降はスマホを預かりましょう。
　○ゲームも午後９時までとしましょう。
　○学校でスマホなどについて考える場を設けましょう。

スマホやゲーム等以外にも、例えば読書やスポーツなど、熱中できるものを
一緒に見つけて、子どもの興味や関心を広げましょう。

□にチェックしてみましょう

（１）携帯電話を持たせる場合（１）携帯電話を持たせる場合

（２）スマホを持たせる場合（２）スマホを持たせる場合

（３）パソコン・ゲーム機・携帯音楽プレーヤー等を持たせる場合（３）パソコン・ゲーム機・携帯音楽プレーヤー等を持たせる場合

　携帯電話を購入する際に、携帯電話会社のフィルタリングサービスを利
用しましょう。自動的に違法・有害情報等の閲覧を防ぐことができます。

　必ずフィルタリングサービスを利用しましょう。　
　次の３つのフィルタリングが必要です。
　　①携帯電話会社が提供する回線のフィルタリング
　　②無線ＬＡＮ回線（Wi-Fi 等）のフィルタリング
　　③アプリ用のフィルタリング
　携帯電話会社が提供しているサービスには３つの
フィルタリングがセットになったものもあります。機
器によって設定が異なりますので、購入時に販売店に
確認しましょう。また、利用時間帯を制限できるサー
ビスも利用できます。

　ゲーム機や音楽プレーヤー等の利用機器によって設定方法が異なりますので、使用説明書に記載が無
い場合は使用する機器のメーカーや販売店等で設定方法を御確認ください。

相 談 窓 口

岡山県県民生活部情報政策課 HP http://www.pref.okayama.jp/kikaku/joho/keitai/
検 索検 索

↑↑ケータイ・スマホ 岡山

岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室 HP　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/314/

岡山市北区内山下 2-4-6　TEL.086-226-7589
岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室

検 索検 索

↑↑岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室

お問い合わせ先

保護者、地域の皆さんへ保護者、地域の皆さんへ

岡山県教育委員会岡山県教育委員会

9 時以降は
預かるわよ。

うん、わかった。

【相談窓口により受付時間が異なりますので御注意ください】

古紙生成率70％再生紙を使用しています。

このチラシは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用しています。平成 27 年 6 月発行

家庭のルールがある（%）

小学生
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70.3
39.8

高校生

51.7
13.4

H23

H26

フィルタリングの設定率（%）
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高校生

37.7 40.8
H23
H26

携帯電話会社の回線の
フィルタリング

３G、４G回線や
LTEなど

携帯電話会社の
フィルタリングシステム

1

アプリ

ブラウザ

3

アプリ用の
フィルタリング

無線LAN回線
（Wi-Fiなど）の
フィルタリング

インターネット

無線LAN回線
（Wi-Fiなど）

３種類のフィルタ
リングがあるんだね！
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 知っていますか？  
 スマホ・ネットのこと
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な

の
人

権
１

１
０

番
）　

05
70

-0
03

-1
10

　
　

　
※

最
寄

り
の

法
務

局
・

地
方

法
務

局
及

び
そ

の
支

局
に

つ
な

が
り

ま
す

。
　

　
子

ど
も

の
人

権
11

0
番

 
01

20
-0

07
-1

10
　

　
　

※
最

寄
り

の
法

務
局

・
地

方
法

務
局

に
つ

な
が

り
ま

す
。

　
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
人

権
相

談
 

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
oj

.g
o.

jp
/J

IN
KE

N
/j

in
ke

n1
13

.h
tm

l
　

　
　

※
最

寄
り

の
法

務
局

・
地

方
法

務
局

か
ら

回
答

し
ま

す
。

●
警
察
関
係

　
　

岡
山

県
警

察
総

合
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
　

♯
91

10
　

　
岡

山
県

警
察

サ
イ

バ
ー

犯
罪

対
策

室
 

ht
tp

:/
/w

w
w

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/p
ag

e/
de

ta
il-

95
43

8.
ht

m
l 

　
　

ヤ
ン

グ
テ

レ
ホ

ン
・

い
じ

め
11

0
番

【
24

時
間

】 0
86

-2
31

-3
74

1 
  

   
   

   
 

●
そ
の
他

　
　

岡
山

県
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
 

08
6-

22
6-

09
99

 （
通

信
契

約
等

に
つ

い
て

の
相

談
に

限
り

ま
す

）
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

津
山

分
室

 
08

68
-2

3-
12

47
 （

　
　

　
   

   
　

　
　

〃
　

　
　

   
   

　
　

　
）

　
　

消
費

者
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
 

05
70

-0
64

-3
70

 （
平

成
27

年
７

月
か

ら
は

「
18

8」
で

つ
な

が
り

ま
す

）
　

　
迷

惑
メ

ー
ル

相
談

セ
ン

タ
ー

（
日

本
デ

ー
タ

通
信

協
会

）　
03

-5
97

4-
00

68
 　

ht
tp

:/
/w

w
w

.d
ek

yo
.o

r.j
p/

so
ud

an
/

   
   （

※
広

告
宣

伝
目

的
の

迷
惑

メ
ー

ル
や

チ
ェ

ー
ン

メ
ー

ル
に

つ
い

て
の

相
談

に
限

り
ま

す
）

●
携
帯
電
話
会
社

　
　

KD
D

I（
au

） 
 0

07
7-

7-
11

1 
 

 N
TT

 ド
コ

モ
 

 0
12

0-
80

0-
00

0
　

　
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
 

08
00

-9
19

-0
15

7 
ワ

イ
モ

バ
イ

ル
 

05
70

-0
39

-1
51

次
の
サ
イ
ト
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を
使
う
と
き
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
説

明
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、岡
山
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
生
徒
指
導
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
最

初
は

保
護

者
と

一
緒

に
使

い
ま

し
ょ

う
　

困
っ

た
時

は
す

ぐ
助

け
ら

れ
る

よ
う

、
保

護
者

の
目

の
届

く
範

囲
で

ネ
ッ

ト
を

利
用

さ
せ

ま
し

ょ
う

。

●
徐

々
に

利
用

範
囲

を
広

げ
ま

し
ょ

う
　

子
ど

も
が

ネ
ッ

ト
の

特
徴

を
理

解
し

、
情

報
モ

ラ
ル

の
習

得
が

進
ん

だ
ら

、
段

階
に

応
じ

て
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
設

定
を

見
直

し
て

、
利

用
で

き
る

範
囲

・
サ

ー
ビ

ス
を

広
げ

ま
し

ょ
う

。

購
入
す
る
前
に
考
え
ま
し
ょ
う

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

～
あ
な
た
の
使
い
方
は
？
～

　
子

ど
も

を
様

々
な

危
険

か
ら

守
る

た
め

に
は

、
学

校
や

家
庭

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
方

の
協

力
が

必
要

で
す

。
登

下
校

の
挨

拶
を

は
じ

め
、

日
頃

か
ら

の
声

か
け

な
ど

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

子
ど

も
を

守
り

ま
し

ょ
う

。
現

実
の

世
界

に
居

場
所

が
見

つ
か

ら
ず

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
に

逃
避

す
る

若
者

が
増

え
て

い
ま

す
。

日
常

の
生

活
の

中
で

子
ど

も
の

居
場

所
や

活
躍

の
場

を
つ

く
り

、
現

実
社

会
を

生
き

抜
い

て
い

く
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

が
、

大
人

が
子

ど
も

に
で

き
る

こ
と

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ

～
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
～

◎
発
達
段
階
に
応
じ
て
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
と
一
緒
に
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

我
が
家
の
ル
ー
ル
の
例

「
今
、
自
分
の
子
ど
も
に
携
帯
電
話
が
本
当
に
必
要
な
の
？
」

「
本
当
に
ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」

 　
携

帯
電

話
等

を
購

入
す

る
際

に
は

、
LI

N
E

等
の

無
料

通
信

ア
プ

リ
が

で
き

な
い

か
ら

と
い

っ
て

、
子

ど
も

が
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
設

定
を

い
や

が
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。（

注
）

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
年
齢
や
判
断
力
等
に
応
じ
た
細
か
い
設
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
学
習
関
係
の
サ
イ
ト
等
だ
け
に

ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
LI
N
E
等
の
通
信
機
能
を
保
持
し
な
が
ら
他
の
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
遮
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

決
し

て
使

い
勝

手
が

悪
く

な
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
解

除
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま

た
、

ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

な
ど

も
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

回
線

（
W

i-F
i

等
）

を
利

用
し

て
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

る
機

器
が

あ
り

ま
す

の
で

、
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

や
閲

覧
制

限
・

課
金

制
限

な
ど

の
ペ

ア
レ

ン
タ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
機

能
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

は
、

メ
ー

カ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

確
認

を
す

る
か

、
機

器
を

購
入

し
た

販
売

店
等

に
御

相
談

く
だ

さ
い

。
（

注
）

平
成

27
年

３
月

末
か

ら
、Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
は

小
学

生
向

け
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
（

設
定

）
で

な
い

限
り

は
初

期
設

定
で

   
  

　
　

 使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。

ス
マ

ホ
・

ネ
ッ

ト
の

適
切

な
使

い
方

を
中

学
生

が
小

学
生

に
伝

え
て

い
ま

す
（

赤
磐

市
立

高
陽

中
学

校
）

●
放
置
し
た
り
、
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
・

購
入

し
た

後
だ

か
ら

と
あ

き
ら

め
ず

、
必

要
な

ル
ー

ル
や

注
意

点
を

子
ど

も
と

一
緒

に
考

え
ま

し
ょ

う
。

　
・

リ
ス

ク
の

低
い

利
用

に
な

る
よ

う
に

、
子

ど
も

自
身

の
気

付
き

を
手

助
け

し
ま

し
ょ

う
。

　
・

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
れ

ば
、

子
ど

も
に

聞
い

て
一

緒
に

考
え

ま
し

ょ
う

。
●
困
っ
た
時
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
相
手
に
な
り
ま
し
ょ
う

　
・

子
ど

も
が

発
し

て
い

る
SO

S
に

気
づ

き
、

一
声

か
け

て
悩

み
を

聞
き

ま
し

ょ
う

。
●
モ
ラ
ル
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
・

現
実

社
会

に
お

い
て

許
さ

れ
な

い
行

為
は

ネ
ッ

ト
の

社
会

で
も

許
さ

れ
な

い
こ

と
を

伝
え

、
常

に
相

手
を

大
切

　
　

　
に

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

心
が

け
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

購
入
す
る
時
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

購
入
し
た
後
も
、子
ど
も
が
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

非
匿
名
性

相
手

と
直

接
会

わ
な

く
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
成

立
す

る

非
対
面
性

一
瞬

に
し

て
世

界
中

に
情

報
が

広
が

り
、

削
除

が
困

難
で

あ
る

広
域
性
・
拡
散
性

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
家

庭
で

の
ル

ー
ル

を
決

め
る

に
は

、
子

ど
も

と
し

っ
か

り
話

し
合

う
こ

と
が

大
切

で
す

。「
あ

れ
は

ダ
メ

、
こ

れ
も

ダ
メ

」
と

な
り

が
ち

で
す

が
、「
あ
な
た
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
と
い
う
保
護
者
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

子
ど
も
が
納
得
し
て
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
購
入
す
る
前
に
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
●

危
険

性
を

子
ど

も
と

と
も

に
理

解
し

、
ル

ー
ル

づ
く

り
の

必
要

性
を

伝
え

ま
し

ょ
う

。
　

●
一

方
的

な
ル

ー
ル

に
な

ら
な

い
よ

う
、

必
ず

子
ど

も
と

話
し

合
い

な
が

ら
決

め
ま

し
ょ

う
。

　
●

ル
ー

ル
を

決
め

た
ら

終
わ

り
で

は
な

く
、ル

ー
ル

が
守

ら
れ

て
い

る
か

を
確

認
し

、必
要

に
応

じ
て

見
直

し
ま

し
ょ

う
。

○
○

家
の

ル
ー

ル
（

小
学

校
５

年
生

）
・

携
帯

電
話

は
午

後
９

時
に

な
っ

た
ら

親
に

預
け

る
。

・
携

帯
電

話
は

自
分

の
部

屋
で

使
わ

な
い

。
・

勉
強

中
や

食
事

中
は

使
わ

な
い

。
　

　
　

　
　

・
知

ら
な

い
人

（
一

度
も

会
っ

た
こ

と
の

な
い

人
）

と
メ

ー
ル

等
の

や
り

と
り

を
し

な
い

。
・

ル
ー

ル
を

守
ら

な
か

っ
た

場
合

は
、

親
が

い
い

と
い

う
ま

で
は

携
帯

電
話

を
持

た
な

い
。

我
が

家
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
み

ま
し

ょ
う

１ ２ ３ ４ ５

単
な
る
禁
止
や
取
り
上
げ
だ
け
で
は
、
子
ど
も
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

岡
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
３
つ
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
○
保
護
者
が
午
後
９
時
以
降
は
ス
マ
ホ
を
預
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
○
ゲ
ー
ム
も
午
後
９
時
ま
で
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
学
校
で
ス
マ
ホ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
等
以
外
に
も
、
例
え
ば
読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
熱
中
で
き
る
も
の
を

一
緒
に
見
つ
け
て
、
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

□
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

み
ま

し
ょ

う

（
１
）携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合

（
１
）携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合

（
２
）ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合

（
２
）ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合

（
３
）パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
・
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合

（
３
）パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
・
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合

　
携
帯
電
話
を
購
入
す
る
際
に
、
携
帯
電
話
会
社
の
フィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
まし
ょう
。

自
動

的
に

違
法

・
有

害
情

報
等

の
閲

覧
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

次
の

３
つ

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

が
必

要
で

す
。

　
　
①
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
回
線
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
　
②
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
（
W
i-F
i等
）
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
　
③
ア
プ
リ
用
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
携

帯
電

話
会

社
が

提
供

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

に
は

３
つ

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
た

も
の

も
あ

り
ま

す
。

機
器

に
よ

っ
て

設
定

が
異

な
り

ま
す

の
で

、
購

入
時

に
販

売
店

に
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

利
用

時
間

帯
を

制
限

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
も

利
用

で
き

ま
す

。

　
ゲ

ー
ム

機
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

の
利

用
機

器
に

よ
っ

て
設

定
方

法
が

異
な

り
ま

す
の

で
、

使
用

説
明

書
に

記
載

が
無

い
場

合
は

使
用

す
る

機
器

の
メ

ー
カ

ー
や

販
売

店
等

で
設

定
方

法
を

御
確

認
く

だ
さ

い
。

相
談
窓
口

岡
山

県
県

民
生

活
部

情
報

政
策

課
H

P 
ht

tp
:/

/w
w

w
.p

re
f.o

ka
ya

m
a.

jp
/k

ik
ak

u/
jo

ho
/k

ei
ta

i/
検

 索
検

 索

↑↑

ケ
ー

タ
イ

・
ス

マ
ホ

 岡
山

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
生

徒
指

導
推

進
室

H
P　

ht
tp

:/
/w

w
w

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
os

hi
ki

/3
14

/

岡
山

市
北

区
内

山
下

2-
4-

6　
TE

L.
08

6-
22

6-
75

89
岡

山
県

教
育

庁
義

務
教

育
課

生
徒

指
導

推
進

室

検
 索

検
 索

↑↑

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
生

徒
指

導
推

進
室

お
問
い
合
わ
せ
先

保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
へ

保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
へ

岡
山
県
教
育
委
員
会

岡
山
県
教
育
委
員
会

9
時
以
降
は

預
か
る
わ
よ
。

う
ん
、わ
か
っ
た
。

【
相

談
窓

口
に

よ
り

受
付

時
間

が
異

な
り

ま
す

の
で

御
注

意
く

だ
さ

い
】

古
紙

生
成

率
70

％
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

こ
の

チ
ラ

シ
は

環
境

に
や

さ
し

い
植

物
性

大
豆

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
平

成
27

年
6

月
発

行

家
庭

の
ル

ー
ル

が
あ

る
（

%
）

小
学

生

63
.2

54
.8

中
学

生

70
.3

39
.8

高
校

生

51
.7

13
.4

H
23

H
26

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
の

設
定

率（
%

）

小
学

生

30
.1

60 30 0

30
.5

中
学

生

44
.2

34
.5

高
校

生

37
.7

40
.8

H
23

H
26

携
帯

電
話

会
社

の
回

線
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ

３
G

、４
G

回
線

や
LT

Eな
ど

携
帯

電
話

会
社

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

1

ア
プ

リブ
ラ

ウ
ザ 3

ア
プ

リ
用

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

無
線

LA
N

回
線

（
W

i-
Fi

な
ど

）の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

無
線

LA
N

回
線

（
W

i-F
iな

ど
）

３
種

類
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
が

あ
る

ん
だ

ね！

05010
0

2

 知
っ

て
い

ま
す

か
？

  
 ス

マ
ホ

・
ネ

ッ
ト

の
こ

と
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（

以
下

「
ネ

ッ
ト

」
と

い
う

。）
は

情
報

伝
達

や
情

報
収

集
に

お
い

て
今

や
欠

か
せ

な
い

も
の

で
あ

り
、

そ
の

利
便

性
は

日
々

向
上

し
て

い
ま

す
が

、
そ

の
反

面
、

ト
ラ

ブ
ル

の
原

因
と

な
っ

た
り

犯
罪

に
利

用
さ

れ
た

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
　

ル
ー

ル
を

守
る

態
度

や
マ

ナ
ー

を
身

に
付

け
さ

せ
て

、
子

ど
も

を
危

険
か

ら
守

る
こ

と
も

大
人

の
役

目
で

す
。

  ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン（
以

下「
ス

マ
ホ

」と
い

う
。）

や
ネ

ッ
ト

の
適

切
な

使
い

方
に

つ
い

て
、

子
ど

も
と

話
し

合
っ

て
み

ま
せ

ん
か

？
 

□
ど

の
よ

う
な

機
器

で
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

る
か

知
っ

て
い

る
。 

□
ど

の
よ

う
な

目
的

で
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
い

る
か

知
っ

て
い

る
。

□
い

つ
、

ど
の

よ
う

な
場

所
で

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
て

い
る

か
知

っ
て

い
る

。 
□

メ
ー

ル
や

通
信

の
相

手
が

ど
ん

な
人

か
知

っ
て

い
る

。

□
ス

マ
ホ

等
を

一
日

ど
の

く
ら

い
の

時
間

利
用

し
て

い
る

か
知

っ
て

い
る

。

□
ど

の
よ

う
な

ア
プ

リ
や

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

て
い

る
か

知
っ

て
い

る
。

見
か

け
上

は
、個

人
が

特
定

さ
れ

に
く

い
が

、実
は

匿
名

の
世

界
で

は
な

い

保
護
者
・
大
人

保
護
者
・
大
人

の
責
任
と
し
て

の
責
任
と
し
て

ネ
ッ
ト
社
会
の
特
徴

ネ
ッ
ト
社
会
の
特
徴

お
子
さ
ん
の
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？

お
子
さ
ん
の
ス
マ
ホ
・
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？

　「
欲

し
い

」
と

言
わ

れ
て

す
ぐ

購
入

す
る

の
で

は
な

く
、「
な
ぜ
必
要
な
の
か
」「
ど
う
使
う
の
か
」
を
く
わ
し
く
聞
い
て
、

そ
の
理
由
が
保
護
者
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
ま
だ
持
た
せ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

子
ど
も
が
納
得
す
る
ま
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま

た
、

安
全

の
た

め
に

持
た

せ
る

の
で

あ
れ

ば
、

携
帯

電
話

や
ス

マ
ホ

で
な

け
れ

ば
だ

め
な

の
か

、
そ

れ
以

外
の

手
段

は
な

い
か

、
よ

く
考

え
て

み
て

く
だ

さ
い

。 

　
子

ど
も

は
大

人
の

行
動

を
見

て
、

学
び

、
育

ち
ま

す
。

ネ
ッ

ト
を

「
使

い
こ

な
す

力
」

を
身

に
付

け
さ

せ
る

た
め

に
は

、
子

ど
も

と
と

も
に

、
保

護
者

自
身

が
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

知
識

・
技

術
、

情
報

モ
ラ

ル
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
過

度
の

利
用

に
注

意
す

る
と

と
も

に
、

ネ
ッ

ト
上

で
も

現
実

社
会

と
同

様
に

、
他

人
を

思
い

や
る

心
や

自
制

す
る

心
、

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
等

を
保

護
者

自
身

が
大

切
に

し
ま

し
ょ

う
。

　
ま

た
、

子
ど

も
と

一
緒

の
時

は
、

画
面

で
は

な
く

、
子

ど
も

の
顔

を
見

て
話

し
ま

し
ょ

う
。

●
県
・
県
教
育
委
員
会

　
　

岡
山

県
青

少
年

総
合

相
談

セ
ン

タ
ー

（
ハ

ー
ト

フ
ル

お
か

や
ま

11
0）

総
合

相
談

窓
口

　
08

6-
22

4-
71

10
　

　
24

時
間

子
供

SO
S

ダ
イ

ヤ
ル

　
05

70
-0

-7
83

10
　

　
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

 
08

66
-5

6-
91

15
　

　
倉

敷
教

育
相

談
室

 
08

6-
42

7-
02

44
　

　
高

梁
教

育
相

談
室

 
08

66
-2

2-
98

33
　

　
津

山
教

育
相

談
室

 
08

68
-2

4-
14

24

●
法
務
局
関
係

　［
ネ

ッ
ト

上
の

人
権

侵
害

情
報

に
関

す
る

相
談

等
に

対
応

し
ま

す
］

　
　

全
国

共
通

人
権

相
談

ダ
イ

ヤ
ル

（
み

ん
な

の
人

権
１

１
０

番
）　

05
70

-0
03

-1
10

　
　

　
※

最
寄

り
の

法
務

局
・

地
方

法
務

局
及

び
そ

の
支

局
に

つ
な

が
り

ま
す

。
　

　
子

ど
も

の
人

権
11

0
番

 
01

20
-0

07
-1

10
　

　
　

※
最

寄
り

の
法

務
局

・
地

方
法

務
局

に
つ

な
が

り
ま

す
。

　
　

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
人

権
相

談
 

ht
tp

:/
/w

w
w

.m
oj

.g
o.

jp
/J

IN
KE

N
/j

in
ke

n1
13

.h
tm

l
　

　
　

※
最

寄
り

の
法

務
局

・
地

方
法

務
局

か
ら

回
答

し
ま

す
。

●
警
察
関
係

　
　

岡
山

県
警

察
総

合
相

談
ダ

イ
ヤ

ル
　

♯
91

10
　

　
岡

山
県

警
察

サ
イ

バ
ー

犯
罪

対
策

室
 

ht
tp

:/
/w

w
w

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/p
ag

e/
de

ta
il-

95
43

8.
ht

m
l 

　
　

ヤ
ン

グ
テ

レ
ホ

ン
・

い
じ

め
11

0
番

【
24

時
間

】 0
86

-2
31

-3
74

1 
  

   
   

   
 

●
そ
の
他

　
　

岡
山

県
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
 

08
6-

22
6-

09
99

 （
通

信
契

約
等

に
つ

い
て

の
相

談
に

限
り

ま
す

）
　

　
　

　
　

〃
　

　
　

津
山

分
室

 
08

68
-2

3-
12

47
 （

　
　

　
   

   
　

　
　

〃
　

　
　

   
   

　
　

　
）

　
　

消
費

者
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
 

05
70

-0
64

-3
70

 （
平

成
27

年
７

月
か

ら
は

「
18

8」
で

つ
な

が
り

ま
す

）
　

　
迷

惑
メ

ー
ル

相
談

セ
ン

タ
ー

（
日

本
デ

ー
タ

通
信

協
会

）　
03

-5
97

4-
00

68
 　

ht
tp

:/
/w

w
w

.d
ek

yo
.o

r.j
p/

so
ud

an
/

   
   （

※
広

告
宣

伝
目

的
の

迷
惑

メ
ー

ル
や

チ
ェ

ー
ン

メ
ー

ル
に

つ
い

て
の

相
談

に
限

り
ま

す
）

●
携
帯
電
話
会
社

　
　

KD
D

I（
au

） 
 0

07
7-

7-
11

1 
 

 N
TT

 ド
コ

モ
 

 0
12

0-
80

0-
00

0
　

　
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
 

08
00

-9
19

-0
15

7 
ワ

イ
モ

バ
イ

ル
 

05
70

-0
39

-1
51

次
の
サ
イ
ト
に
、
子
ど
も
た
ち
が
ケ
ー
タ
イ
や
ス
マ
ホ
を
使
う
と
き
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
説

明
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、岡
山
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
生
徒
指
導
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
最

初
は

保
護

者
と

一
緒

に
使

い
ま

し
ょ

う
　

困
っ

た
時

は
す

ぐ
助

け
ら

れ
る

よ
う

、
保

護
者

の
目

の
届

く
範

囲
で

ネ
ッ

ト
を

利
用

さ
せ

ま
し

ょ
う

。

●
徐

々
に

利
用

範
囲

を
広

げ
ま

し
ょ

う
　

子
ど

も
が

ネ
ッ

ト
の

特
徴

を
理

解
し

、
情

報
モ

ラ
ル

の
習

得
が

進
ん

だ
ら

、
段

階
に

応
じ

て
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
設

定
を

見
直

し
て

、
利

用
で

き
る

範
囲

・
サ

ー
ビ

ス
を

広
げ

ま
し

ょ
う

。

購
入
す
る
前
に
考
え
ま
し
ょ
う

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

～
あ
な
た
の
使
い
方
は
？
～

　
子

ど
も

を
様

々
な

危
険

か
ら

守
る

た
め

に
は

、
学

校
や

家
庭

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
方

の
協

力
が

必
要

で
す

。
登

下
校

の
挨

拶
を

は
じ

め
、

日
頃

か
ら

の
声

か
け

な
ど

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

っ
て

子
ど

も
を

守
り

ま
し

ょ
う

。
現

実
の

世
界

に
居

場
所

が
見

つ
か

ら
ず

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
に

逃
避

す
る

若
者

が
増

え
て

い
ま

す
。

日
常

の
生

活
の

中
で

子
ど

も
の

居
場

所
や

活
躍

の
場

を
つ

く
り

、
現

実
社

会
を

生
き

抜
い

て
い

く
力

を
身

に
付

け
さ

せ
る

こ
と

が
、

大
人

が
子

ど
も

に
で

き
る

こ
と

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

地
域
の
皆
さ
ん
へ

～
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
～

◎
発
達
段
階
に
応
じ
て
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
と
一
緒
に
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

我
が
家
の
ル
ー
ル
の
例

「
今
、
自
分
の
子
ど
も
に
携
帯
電
話
が
本
当
に
必
要
な
の
？
」

「
本
当
に
ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
の
？
」

 　
携

帯
電

話
等

を
購

入
す

る
際

に
は

、
LI

N
E

等
の

無
料

通
信

ア
プ

リ
が

で
き

な
い

か
ら

と
い

っ
て

、
子

ど
も

が
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

の
設

定
を

い
や

が
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。（

注
）

　
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
年
齢
や
判
断
力
等
に
応
じ
た
細
か
い
設
定
が
で
き
ま
す
の
で
、
学
習
関
係
の
サ
イ
ト
等
だ
け
に

ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
LI
N
E
等
の
通
信
機
能
を
保
持
し
な
が
ら
他
の
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
遮
断
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

決
し

て
使

い
勝

手
が

悪
く

な
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
解

除
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま

た
、

ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

な
ど

も
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

回
線

（
W

i-F
i

等
）

を
利

用
し

て
ネ

ッ
ト

に
つ

な
が

る
機

器
が

あ
り

ま
す

の
で

、
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

や
閲

覧
制

限
・

課
金

制
限

な
ど

の
ペ

ア
レ

ン
タ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
機

能
の

設
定

方
法

に
つ

い
て

は
、

メ
ー

カ
ー

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

確
認

を
す

る
か

、
機

器
を

購
入

し
た

販
売

店
等

に
御

相
談

く
だ

さ
い

。
（

注
）

平
成

27
年

３
月

末
か

ら
、Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
は

小
学

生
向

け
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
（

設
定

）
で

な
い

限
り

は
初

期
設

定
で

   
  

　
　

 使
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。

ス
マ

ホ
・

ネ
ッ

ト
の

適
切

な
使

い
方

を
中

学
生

が
小

学
生

に
伝

え
て

い
ま

す
（

赤
磐

市
立

高
陽

中
学

校
）

●
放
置
し
た
り
、
あ
き
ら
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
・

購
入

し
た

後
だ

か
ら

と
あ

き
ら

め
ず

、
必

要
な

ル
ー

ル
や

注
意

点
を

子
ど

も
と

一
緒

に
考

え
ま

し
ょ

う
。

　
・

リ
ス

ク
の

低
い

利
用

に
な

る
よ

う
に

、
子

ど
も

自
身

の
気

付
き

を
手

助
け

し
ま

し
ょ

う
。

　
・

わ
か

ら
な

い
こ

と
が

あ
れ

ば
、

子
ど

も
に

聞
い

て
一

緒
に

考
え

ま
し

ょ
う

。
●
困
っ
た
時
に
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
相
手
に
な
り
ま
し
ょ
う

　
・

子
ど

も
が

発
し

て
い

る
SO

S
に

気
づ

き
、

一
声

か
け

て
悩

み
を

聞
き

ま
し

ょ
う

。
●
モ
ラ
ル
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

　
・

現
実

社
会

に
お

い
て

許
さ

れ
な

い
行

為
は

ネ
ッ

ト
の

社
会

で
も

許
さ

れ
な

い
こ

と
を

伝
え

、
常

に
相

手
を

大
切

　
　

　
に

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

心
が

け
て

い
き

ま
し

ょ
う

。

購
入
す
る
時
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

購
入
し
た
後
も
、子
ど
も
が
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

非
匿
名
性

相
手

と
直

接
会

わ
な

く
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
成

立
す

る

非
対
面
性

一
瞬

に
し

て
世

界
中

に
情

報
が

広
が

り
、

削
除

が
困

難
で

あ
る

広
域
性
・
拡
散
性

◎
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
設
定
し
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
し
ょ
う

　
家

庭
で

の
ル

ー
ル

を
決

め
る

に
は

、
子

ど
も

と
し

っ
か

り
話

し
合

う
こ

と
が

大
切

で
す

。「
あ

れ
は

ダ
メ

、
こ

れ
も

ダ
メ

」
と

な
り

が
ち

で
す

が
、「
あ
な
た
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
と
い
う
保
護
者
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

子
ど
も
が
納
得
し
て
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
購
入
す
る
前
に
し
っ
か
り
と
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　
●

危
険

性
を

子
ど

も
と

と
も

に
理

解
し

、
ル

ー
ル

づ
く

り
の

必
要

性
を

伝
え

ま
し

ょ
う

。
　

●
一

方
的

な
ル

ー
ル

に
な

ら
な

い
よ

う
、

必
ず

子
ど

も
と

話
し

合
い

な
が

ら
決

め
ま

し
ょ

う
。

　
●

ル
ー

ル
を

決
め

た
ら

終
わ

り
で

は
な

く
、ル

ー
ル

が
守

ら
れ

て
い

る
か

を
確

認
し

、必
要

に
応

じ
て

見
直

し
ま

し
ょ

う
。

○
○

家
の

ル
ー

ル
（

小
学

校
５

年
生

）
・

携
帯

電
話

は
午

後
９

時
に

な
っ

た
ら

親
に

預
け

る
。

・
携

帯
電

話
は

自
分

の
部

屋
で

使
わ

な
い

。
・

勉
強

中
や

食
事

中
は

使
わ

な
い

。
　

　
　

　
　

・
知

ら
な

い
人

（
一

度
も

会
っ

た
こ

と
の

な
い

人
）

と
メ

ー
ル

等
の

や
り

と
り

を
し

な
い

。
・

ル
ー

ル
を

守
ら

な
か

っ
た

場
合

は
、

親
が

い
い

と
い

う
ま

で
は

携
帯

電
話

を
持

た
な

い
。

我
が

家
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
み

ま
し

ょ
う

１ ２ ３ ４ ５

単
な
る
禁
止
や
取
り
上
げ
だ
け
で
は
、
子
ど
も
は
納
得
し
ま
せ
ん
。

岡
山
県
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
３
つ
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
○
保
護
者
が
午
後
９
時
以
降
は
ス
マ
ホ
を
預
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
○
ゲ
ー
ム
も
午
後
９
時
ま
で
と
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
学
校
で
ス
マ
ホ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
等
以
外
に
も
、
例
え
ば
読
書
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
熱
中
で
き
る
も
の
を

一
緒
に
見
つ
け
て
、
子
ど
も
の
興
味
や
関
心
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

□
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

み
ま

し
ょ

う

（
１
）携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合

（
１
）携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
場
合

（
２
）ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合

（
２
）ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合

（
３
）パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
・
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合

（
３
）パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
・
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
持
た
せ
る
場
合

　
携
帯
電
話
を
購
入
す
る
際
に
、
携
帯
電
話
会
社
の
フィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
まし
ょう
。

自
動

的
に

違
法

・
有

害
情

報
等

の
閲

覧
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

次
の

３
つ

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

が
必

要
で

す
。

　
　
①
携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
回
線
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
　
②
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
回
線
（
W
i-F
i等
）
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
　
③
ア
プ
リ
用
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

　
携

帯
電

話
会

社
が

提
供

し
て

い
る

サ
ー

ビ
ス

に
は

３
つ

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

が
セ

ッ
ト

に
な

っ
た

も
の

も
あ

り
ま

す
。

機
器

に
よ

っ
て

設
定

が
異

な
り

ま
す

の
で

、
購

入
時

に
販

売
店

に
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

利
用

時
間

帯
を

制
限

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
も

利
用

で
き

ま
す

。

　
ゲ

ー
ム

機
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

の
利

用
機

器
に

よ
っ

て
設

定
方

法
が

異
な

り
ま

す
の

で
、

使
用

説
明

書
に

記
載

が
無

い
場

合
は

使
用

す
る

機
器

の
メ

ー
カ

ー
や

販
売

店
等

で
設

定
方

法
を

御
確

認
く

だ
さ

い
。

相
談
窓
口

岡
山

県
県

民
生

活
部

情
報

政
策

課
H

P 
ht

tp
:/

/w
w

w
.p

re
f.o

ka
ya

m
a.

jp
/k

ik
ak

u/
jo

ho
/k

ei
ta

i/
検

 索
検

 索

↑↑

ケ
ー

タ
イ

・
ス

マ
ホ

 岡
山

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
生

徒
指

導
推

進
室

H
P　

ht
tp

:/
/w

w
w

.p
re

f.o
ka

ya
m

a.
jp

/s
os

hi
ki

/3
14

/

岡
山

市
北

区
内

山
下

2-
4-

6　
TE

L.
08

6-
22

6-
75

89
岡

山
県

教
育

庁
義

務
教

育
課

生
徒

指
導

推
進

室

検
 索

検
 索

↑↑

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
生

徒
指

導
推

進
室

お
問
い
合
わ
せ
先

保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
へ

保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん
へ

岡
山
県
教
育
委
員
会

岡
山
県
教
育
委
員
会

9
時
以
降
は

預
か
る
わ
よ
。

う
ん
、わ
か
っ
た
。

【
相

談
窓

口
に

よ
り

受
付

時
間

が
異

な
り

ま
す

の
で

御
注

意
く

だ
さ

い
】

古
紙

生
成

率
70

％
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

こ
の

チ
ラ

シ
は

環
境

に
や

さ
し

い
植

物
性

大
豆

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
平

成
27

年
6

月
発

行

家
庭

の
ル

ー
ル

が
あ

る
（

%
）

小
学

生

63
.2

54
.8

中
学

生

70
.3

39
.8

高
校

生

51
.7

13
.4

H
23

H
26

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
の

設
定

率（
%

）

小
学

生

30
.1

60 30 0

30
.5

中
学

生

44
.2

34
.5

高
校

生

37
.7

40
.8

H
23

H
26

携
帯

電
話

会
社

の
回

線
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ

３
G

、４
G

回
線

や
LT

Eな
ど

携
帯

電
話

会
社

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

1

ア
プ

リブ
ラ

ウ
ザ 3

ア
プ

リ
用

の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

無
線

LA
N

回
線

（
W

i-
Fi

な
ど

）の
フ

ィ
ル

タ
リ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

無
線

LA
N

回
線

（
W

i-F
iな

ど
）

３
種

類
の

フ
ィ

ル
タ

リ
ン

グ
が

あ
る

ん
だ

ね！

05010
0

2

 知
っ

て
い

ま
す

か
？

  
 ス

マ
ホ

・
ネ

ッ
ト

の
こ

と
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A
D FE

B C★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

   
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

な
く

て
も

、ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

等
の

一
部

の
機

種
で

は
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、ネ

ッ
ト

へ
の

接
続

を
契

約
し

な
く

て
も

、W
i-F

i（
ワ

イ
フ

ァ
イ

）（
※

１
）

な
ど

の
無

線
LA

N
を

提
供

す
る

場
所

（
コ

ン
ビ

ニ
等

）
で

、
無

料
で

ネ
ッ

ト
が

利
用

で
き

ま
す

。
こ

れ
は

、
回

線
契

約
が

切
れ

た
古

い
ス

マ
ホ

等
で

も
同

様
で

す
。

　

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ（
※

5）
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
に

は
短

文
や

イ
ラ

ス
ト

が
多

く
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
真

意
が

伝
わ

り
に

く
く

、
誤

解
か

ら
生

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

が
ち

で
す

。
誤

っ
た

解
釈

に
よ

っ
て

、
た

と
え

腹
が

立
っ

た
と

し
て

も
、

相
手

の
い

や
が

る
写

真
等

を
送

っ
た

り
、

悪
口

を
他

の
人

に
広

め
た

り
す

る
こ

と
は

絶
対

に
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

子
ど

も
は

大
人

と
違

い
、

ブ
レ

ー
キ

が
き

き
に

く
い

面
も

あ
り

ま
す

の
で

、
メ

ー
ル

を
送

る
前

に
、

今
一

度
立

ち
止

ま
っ

て
考

え
る

よ
う

助
言

す
る

こ
と

も
必

要
で

す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無

料
と

い
わ

れ
て

い
る

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

等
で

も
、

ア
イ

テ
ム

や
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
追

加
に

夢
中

に
な

る
う

ち
に

課
金

が
繰

り
返

さ
れ

た
り

、
知

ら
な

い
う

ち
に

有
料

サ
イ

ト
等

に
ア

ク
セ

ス
し

て
、

高
額

な
請

求
を

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
で

は
相

手
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

、
言

葉
巧

み
に

近
づ

い
て

く
る

大
人

に
騙

さ
れ

て
犯

罪
被

害
に

遭
い

、
心

身
と

も
に

大
き

な
傷

を
抱

え
、

そ
れ

が
ネ

ッ
ト

へ
の

恐
怖

心
や

大
人

に
対

す
る

不
信

感
を

生
む

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

※
１

　
W

ｉ
-F

ｉ
（

ワ
イ

フ
ァ

イ
）

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
無

線
で

接
続

す
る

た
め

の
技

術
の

一
つ

で
す

。
ケ

ー
ブ

ル
の

代
わ

り
に

電
波

に
よ

る
無

線
通

信
を

行
う

の
で

、
ど

こ
で

も
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
気

軽
に

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
閲

覧
や

メ
ー

ル
の

利
用

が
で

き
ま

す
。

最
近

は
公

共
施

設
や

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

店
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

、
ネ

ッ
ト

を
無

料
で

使
え

る
「

W
i-F

iス
ポ

ッ
ト

」
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

※
２

　
ア

プ
リ

（
「

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
」

の
略

）
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

で
利

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

こ
と

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、

機
器

の
機

能
を

拡
張

し
ま

す
。

ア
プ

リ
は

誰
で

も
提

供
可

能
な

た
め

、
中

に
は

情
報

を
抜

き
取

っ
た

り
す

る
悪

質
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
３

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
（

ラ
イ

ン
）

 
Eメ

ー
ル

に
代

わ
る

連
絡

手
段

と
し

て
利

用
者

の
多

い
無

料
通

信
ア

プ
リ

で
す

。
文

字
入

力
に

よ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
受

信
（

大
人

数
で

の
同

時
や

り
と

り
も

可
能

）
の

ほ
か

、
通

話
も

で
き

ま
す

。
　

※
４

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
　

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

の
や

り
と

り
か

ら
特

定
の

子
ど

も
を

仲
間

外
れ

に
す

る
こ

と
で

す
。

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

に
は

や
り

と
り

す
る

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
を

編
集

す
る

機
能

が
あ

り
、

作
成

し
た

グ
ル

ー
プ

か
ら

本
人

の
了

解
な

く
誰

か
を

削
除

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

勝
手

に
外

さ
れ

た
本

人
は

ど
ん

な
理

由
で

外
さ

れ
た

か
分

か
ら

ず
、

傷
つ

い
た

り
不

安
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

※
５

　
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
エ

ス
エ

ヌ
エ

ス
 ：

 「
So

ci
al

 N
et

w
or

ki
ng

 S
er

vi
ce

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

 サ
ー

ビ
ス

」
の

略
）

　
「

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
＝

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

を
ネ

ッ
ト

上
で

可
能

に
し

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

や
サ

イ
ト

の
こ

と
で

す
。

誰
で

も
手

軽
に

使
え

る
の

で
、

情
報

発
信

や
情

報
交

換
の

場
と

し
て

世
界

中
の

人
が

利
用

し
て

い
ま

す
。

利
用

の
仕

方
次

第
で

は
ト

ラ
ブ

ル
の

原
因

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

SN
Sの

利
用

規
約

に
は

、
「

保
護

者
の

同
意

を
得

て
か

ら
利

用
す

る
よ

う
に

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

　
　

【
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
例

…
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
、

Tw
itt

er
、

Fa
ce

bo
ok

、
M

ix
i、

Am
eb

a、
G

RE
E、

m
ob

ag
e、

Sk
yp

eな
ど

】

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
何

気
な

い
気

持
ち

で
掲

載
し

た
写

真
等

が
相

手
を

傷
付

け
る

な
ど

、
ネ

ッ
ト

上
の

行
為

は
、

子
ど

も
が

簡
単

に
被

害
者

に
も

加
害

者
に

も
な

り
ま

す
。

ま
た

、
掲

載
さ

れ
た

個
人

情
報

や
画

像
は

、
加

工
さ

れ
て

誹
謗

・
中

傷
の

対
象

と
し

て
悪

用
さ

れ
た

り
、

写
真

に
含

ま
れ

て
い

る
位

置
情

報
か

ら
自

宅
の

住
所

等
が

特
定

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

一
度

流
出

し
た

個
人

情
報

は
一

瞬
に

し
て

全
世

界
に

広
が

り
、

コ
ピ

ー
が

繰
り

返
さ

れ
て

拡
散

す
る

た
め

、
削

除
を

す
る

こ
と

は
非

常
に

困
難

で
す

。

　
ゲ

ー
ム

や
動

画
に

は
、

子
ど

も
の

興
味

関
心

を
引

く
も

の
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

で
は

、
複

数
人

で
戦

う
こ

と
が

必
要

な
た

め
、

自
分

だ
け

抜
け

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

ア
イ

テ
ム

を
手

に
入

れ
る

時
間

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
離

れ
る

こ
と

が
で

き
ず

、
結

果
的

に
長

時
間

利
用

に
つ

な
が

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

学
習

時
間

や
睡

眠
時

間
が

不
足

し
、

授
業

に
集

中
で

き
な

い
だ

け
で

な
く

、
心

身
の

健
康

面
で

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

　

　
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

手
放

さ
な

い
理

由
の

一
つ

と
し

て
、

友
達

と
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

や
り

と
り

や
ゲ

ー
ム

へ
の

誘
い

等
を

断
れ

ず
、

自
分

で
は

や
め

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
無

料
通

信
ア

プ
リ

（
※

２
）

の
一

つ
で

あ
る

「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ（
ラ

イ
ン

）（
※

３
）」

な
ど

は
、

短
文

で
や

り
と

り
す

る
の

で
手

軽
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

め
ま

す
が

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
と

相
手

に
既

読
の

文
字

が
表

示
さ

れ
る

た
め

、
す

ぐ
に

返
事

を
し

な
い

と
「

既
読

無
視

」
と

し
て

、 「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
（

※
４

）」
な

ど
に

よ
る

仲
間

は
ず

れ
に

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

・
チ

ー
ム

で
戦

う
場

合
も

あ
る

た
め

、
勝

手
に

抜
け

ら
れ

な
い

・
欲

し
い

ア
イ

テ
ム

を
獲

得
す

る
た

め
の

時
間

（
夜

間
等

）
が

決
ま

っ
て

い
て

や
め

ら
れ

な
い

　
な

ど

○
メ

リ
ッ

ト
　

・
 無

料
で

通
話

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
が

可
能

　
・

 多
く

の
人

数
で

の
一

斉
通

信
が

可
能

○
デ

メ
リ

ッ
ト

・
閉

じ
ら

れ
た

世
界

で
外

か
ら

見
え

な
い

た
め

、
誹

謗
・

中
傷

や
い

じ
め

が
密

か
に

進
行

し
、

表
面

化
し

た
時

に
は

深
刻

な
事

態
に

陥
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

○
体

へ
の

影
響

 
 

○
心

へ
の

影
響

　
・

視
力

の
低

下
 

 
　

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
低

下
　

・
運

動
不

足
 

　
 

　
・

自
己

中
心

的
に

な
り

や
す

い
　

・
疲

れ
や

す
く

な
る

 　
 

　
・

攻
撃

的
、

批
判

的
に

な
り

や
す

い
　

な
ど

「
自

分
の

ス
マ

ホ
等

を
持

っ
て

い
な

い
小

中
学

生
が

、 
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
た

め
に

い
ち

ば
ん

よ
く

使
う

も
の

」

小
学

生
・

・
・

携
帯

型
ゲ

ー
ム

機
　（

33
.7

%
）

中
学

生
・

・
・

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
41

.1
%

）
※「

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
」

よ
り

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
で
も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　
ネ

ッ
ト

上
に

他
人

の
個

人
情

報
や

写
真

を
無

断
で

掲
載

す
る

こ
と

は
、

著
作

権
や

肖
像

権
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
と

な
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

名
誉

毀
損

を
問

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ネ
ッ
ト
上
へ
の
個
人
情
報
の
掲
載

長
時
間
の
メ
デ
ィ
ア
（
ネ
ッ
ト
等
）
利
用
に
よ
る
影
響

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
特
徴
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

※
グ

ラ
フ

は
、

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

利
用

に
関

す
る

実
態

調
査

」
結

果
（

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
　

生
徒

指
導

推
進

室
）

よ
り

　
H

26
年

11
月

実
施

。
対

象
は

岡
山

県
内

の
小

４
～

高
３

か
ら

抽
出

し
た

7,
74

5人
。

グ
ラ

フ
の

「
小

学
生

」
は

小
４

～
小

６
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
イ

ラ
ス

ト
は

、
県

立
津

山
工

業
高

等
学

校
デ

ザ
イ

ン
科

の
生

徒
が

作
成

（
表

紙
を

含
む

）

ス
マ

ホ
パ

ソ
コ

ン
タ

ブ
レ

ット
端

末
携

帯
型

ゲ
ー

ム
機

従
来

型
の

携
帯

電
話

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

平
日

３
時

間
以

上
利

用
の

割
合（

％
）

小
学

生

6.
4

0102030

9.
2

中
学

生

21
.3

25
.5

高
校

生

23
.7

27
.9

H
23

H
26

自
分

の
ス

マ
ホ

等
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
（

小
学

生
31

.2
％

、
中

学
生

46
.7

％
、

高
校

生
97

.0
％

）
が

回
答

ネ
ッ

ト
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

割
合（

％
）

小
学

生
05010
0

58
.0

中
学

生

77
.2

高
校

生

95
.8

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
！
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
よ
。

こ
こ
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

ん
だ
よ
ね
！
W
i-F
i
が
使
え

る
と
こ
ろ
が
増
え
た
わ
。

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。

次
の
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
ク
リ

ア
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
も
う
少
し
だ
、

頑
張
ろ
う
！

よ
し
、
こ
の
ア
イ
テ
ム

も
買
っ
ち
ゃ
お
う
。

だ
い
ぶ
た
ま
っ
た
な
あ
。

〝
一
緒
に
徹
夜
で
ゲ
ー
ム
し
よ
う
〟
か
…
。

寝
た
い
ん
だ
け
ど
、
断
れ
な
い
な
ぁ
。

こ
の
動
画
の
続
き
を
見
な
く
っ

ち
ゃ
！
気
に
な
っ
て
眠
れ
な
い
よ
。

な
ん
だ
か
変
な
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
け

ど
、
大
丈
夫
か
な
。
有
料
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
に
、

謝
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
　

「
も
う
、
い
い
よ
。」
っ
て
送
ろ
う
。

や
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
。

私
の
個
人
情
報
が
世
界
中
の
人
に

見
ら
れ
て
る
！

な
ん
だ
か
気
が
合
い

そ
う
だ
わ
。

一
度
会
っ
て
み
よ
う
。

単
純
だ
な
。
完
全
に
オ
レ

の
こ
と
女
子
高
生
だ
っ
て

信
じ
て
る
な
。

あ
の
子
、
返
事
が
遅
い
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
う
外
そ
う
。

あ
れ
、
何
で
外
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
…

昨
日
ま
で
仲
良
し
だ
っ
た
の
に
。

い
や
だ
な
ぁ
。
変
な
画
像
が
送
ら
れ
て
き
た
。あ
い
つ
嫌
い
！
悪
口
を
み
ん
な

に
送
っ
て
や
ろ
う
。

謝
っ
た
の
に
、「
も
う
、い
い
よ
。」

だ
っ
て
！
む
か
つ
く
。

な
ん
で
私
の
住
所
が

知
ら
れ
て
る
の
？

あ
、
こ
の
写
真
も
ネ
ッ
ト

に
あ
げ
よ
う
。

ま
た
メ
ー
ル
が
来
て
る
。

す
ぐ
に
返
信
し
な
く
ち
ゃ
。

昨
日
は
悪
か
っ
た
。

ホ
ン
ト
、
ご
め
ん

も
う
、
い
い
よ
。

（
A子

）
（

B子
）

A子

B子

A
D FE

B C★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

   
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

な
く

て
も

、ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

等
の

一
部

の
機

種
で

は
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、ネ

ッ
ト

へ
の

接
続

を
契

約
し

な
く

て
も

、W
i-F

i（
ワ

イ
フ

ァ
イ

）（
※

１
）

な
ど

の
無

線
LA

N
を

提
供

す
る

場
所

（
コ

ン
ビ

ニ
等

）
で

、
無

料
で

ネ
ッ

ト
が

利
用

で
き

ま
す

。
こ

れ
は

、
回

線
契

約
が

切
れ

た
古

い
ス

マ
ホ

等
で

も
同

様
で

す
。

　

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ（
※

5）
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
に

は
短

文
や

イ
ラ

ス
ト

が
多

く
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
真

意
が

伝
わ

り
に

く
く

、
誤

解
か

ら
生

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

が
ち

で
す

。
誤

っ
た

解
釈

に
よ

っ
て

、
た

と
え

腹
が

立
っ

た
と

し
て

も
、

相
手

の
い

や
が

る
写

真
等

を
送

っ
た

り
、

悪
口

を
他

の
人

に
広

め
た

り
す

る
こ

と
は

絶
対

に
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

子
ど

も
は

大
人

と
違

い
、

ブ
レ

ー
キ

が
き

き
に

く
い

面
も

あ
り

ま
す

の
で

、
メ

ー
ル

を
送

る
前

に
、

今
一

度
立

ち
止

ま
っ

て
考

え
る

よ
う

助
言

す
る

こ
と

も
必

要
で

す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無

料
と

い
わ

れ
て

い
る

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

等
で

も
、

ア
イ

テ
ム

や
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
追

加
に

夢
中

に
な

る
う

ち
に

課
金

が
繰

り
返

さ
れ

た
り

、
知

ら
な

い
う

ち
に

有
料

サ
イ

ト
等

に
ア

ク
セ

ス
し

て
、

高
額

な
請

求
を

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
で

は
相

手
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

、
言

葉
巧

み
に

近
づ

い
て

く
る

大
人

に
騙

さ
れ

て
犯

罪
被

害
に

遭
い

、
心

身
と

も
に

大
き

な
傷

を
抱

え
、

そ
れ

が
ネ

ッ
ト

へ
の

恐
怖

心
や

大
人

に
対

す
る

不
信

感
を

生
む

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

※
１

　
W

ｉ
-F

ｉ
（

ワ
イ

フ
ァ

イ
）

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
無

線
で

接
続

す
る

た
め

の
技

術
の

一
つ

で
す

。
ケ

ー
ブ

ル
の

代
わ

り
に

電
波

に
よ

る
無

線
通

信
を

行
う

の
で

、
ど

こ
で

も
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
気

軽
に

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
閲

覧
や

メ
ー

ル
の

利
用

が
で

き
ま

す
。

最
近

は
公

共
施

設
や

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

店
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

、
ネ

ッ
ト

を
無

料
で

使
え

る
「

W
i-F

iス
ポ

ッ
ト

」
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

※
２

　
ア

プ
リ

（
「

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
」

の
略

）
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

で
利

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

こ
と

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、

機
器

の
機

能
を

拡
張

し
ま

す
。

ア
プ

リ
は

誰
で

も
提

供
可

能
な

た
め

、
中

に
は

情
報

を
抜

き
取

っ
た

り
す

る
悪

質
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
３

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
（

ラ
イ

ン
）

 
Eメ

ー
ル

に
代

わ
る

連
絡

手
段

と
し

て
利

用
者

の
多

い
無

料
通

信
ア

プ
リ

で
す

。
文

字
入

力
に

よ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
受

信
（

大
人

数
で

の
同

時
や

り
と

り
も

可
能

）
の

ほ
か

、
通

話
も

で
き

ま
す

。
　

※
４

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
　

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

の
や

り
と

り
か

ら
特

定
の

子
ど

も
を

仲
間

外
れ

に
す

る
こ

と
で

す
。

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

に
は

や
り

と
り

す
る

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
を

編
集

す
る

機
能

が
あ

り
、

作
成

し
た

グ
ル

ー
プ

か
ら

本
人

の
了

解
な

く
誰

か
を

削
除

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

勝
手

に
外

さ
れ

た
本

人
は

ど
ん

な
理

由
で

外
さ

れ
た

か
分

か
ら

ず
、

傷
つ

い
た

り
不

安
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

※
５

　
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
エ

ス
エ

ヌ
エ

ス
 ：

 「
So

ci
al

 N
et

w
or

ki
ng

 S
er

vi
ce

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

 サ
ー

ビ
ス

」
の

略
）

　
「

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
＝

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

を
ネ

ッ
ト

上
で

可
能

に
し

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

や
サ

イ
ト

の
こ

と
で

す
。

誰
で

も
手

軽
に

使
え

る
の

で
、

情
報

発
信

や
情

報
交

換
の

場
と

し
て

世
界

中
の

人
が

利
用

し
て

い
ま

す
。

利
用

の
仕

方
次

第
で

は
ト

ラ
ブ

ル
の

原
因

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

SN
Sの

利
用

規
約

に
は

、
「

保
護

者
の

同
意

を
得

て
か

ら
利

用
す

る
よ

う
に

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

　
　

【
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
例

…
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
、

Tw
itt

er
、

Fa
ce

bo
ok

、
M

ix
i、

Am
eb

a、
G

RE
E、

m
ob

ag
e、

Sk
yp

eな
ど

】

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
何

気
な

い
気

持
ち

で
掲

載
し

た
写

真
等

が
相

手
を

傷
付

け
る

な
ど

、
ネ

ッ
ト

上
の

行
為

は
、

子
ど

も
が

簡
単

に
被

害
者

に
も

加
害

者
に

も
な

り
ま

す
。

ま
た

、
掲

載
さ

れ
た

個
人

情
報

や
画

像
は

、
加

工
さ

れ
て

誹
謗

・
中

傷
の

対
象

と
し

て
悪

用
さ

れ
た

り
、

写
真

に
含

ま
れ

て
い

る
位

置
情

報
か

ら
自

宅
の

住
所

等
が

特
定

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

一
度

流
出

し
た

個
人

情
報

は
一

瞬
に

し
て

全
世

界
に

広
が

り
、

コ
ピ

ー
が

繰
り

返
さ

れ
て

拡
散

す
る

た
め

、
削

除
を

す
る

こ
と

は
非

常
に

困
難

で
す

。

　
ゲ

ー
ム

や
動

画
に

は
、

子
ど

も
の

興
味

関
心

を
引

く
も

の
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

で
は

、
複

数
人

で
戦

う
こ

と
が

必
要

な
た

め
、

自
分

だ
け

抜
け

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

ア
イ

テ
ム

を
手

に
入

れ
る

時
間

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
離

れ
る

こ
と

が
で

き
ず

、
結

果
的

に
長

時
間

利
用

に
つ

な
が

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

学
習

時
間

や
睡

眠
時

間
が

不
足

し
、

授
業

に
集

中
で

き
な

い
だ

け
で

な
く

、
心

身
の

健
康

面
で

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

　

　
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

手
放

さ
な

い
理

由
の

一
つ

と
し

て
、

友
達

と
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

や
り

と
り

や
ゲ

ー
ム

へ
の

誘
い

等
を

断
れ

ず
、

自
分

で
は

や
め

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
無

料
通

信
ア

プ
リ

（
※

２
）

の
一

つ
で

あ
る

「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ（
ラ

イ
ン

）（
※

３
）」

な
ど

は
、

短
文

で
や

り
と

り
す

る
の

で
手

軽
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

め
ま

す
が

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
と

相
手

に
既

読
の

文
字

が
表

示
さ

れ
る

た
め

、
す

ぐ
に

返
事

を
し

な
い

と
「

既
読

無
視

」
と

し
て

、 「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
（

※
４

）」
な

ど
に

よ
る

仲
間

は
ず

れ
に

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

・
チ

ー
ム

で
戦

う
場

合
も

あ
る

た
め

、
勝

手
に

抜
け

ら
れ

な
い

・
欲

し
い

ア
イ

テ
ム

を
獲

得
す

る
た

め
の

時
間

（
夜

間
等

）
が

決
ま

っ
て

い
て

や
め

ら
れ

な
い

　
な

ど

○
メ

リ
ッ

ト
　

・
 無

料
で

通
話

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
が

可
能

　
・

 多
く

の
人

数
で

の
一

斉
通

信
が

可
能

○
デ

メ
リ

ッ
ト

・
閉

じ
ら

れ
た

世
界

で
外

か
ら

見
え

な
い

た
め

、
誹

謗
・

中
傷

や
い

じ
め

が
密

か
に

進
行

し
、

表
面

化
し

た
時

に
は

深
刻

な
事

態
に

陥
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

○
体

へ
の

影
響

 
 

○
心

へ
の

影
響

　
・

視
力

の
低

下
 

 
　

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
低

下
　

・
運

動
不

足
 

　
 

　
・

自
己

中
心

的
に

な
り

や
す

い
　

・
疲

れ
や

す
く

な
る

 　
 

　
・

攻
撃

的
、

批
判

的
に

な
り

や
す

い
　

な
ど

「
自

分
の

ス
マ

ホ
等

を
持

っ
て

い
な

い
小

中
学

生
が

、 
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
た

め
に

い
ち

ば
ん

よ
く

使
う

も
の

」

小
学

生
・

・
・

携
帯

型
ゲ

ー
ム

機
　（

33
.7

%
）

中
学

生
・

・
・

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
41

.1
%

）
※「

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
」

よ
り

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
で
も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　
ネ

ッ
ト

上
に

他
人

の
個

人
情

報
や

写
真

を
無

断
で

掲
載

す
る

こ
と

は
、

著
作

権
や

肖
像

権
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
と

な
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

名
誉

毀
損

を
問

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ネ
ッ
ト
上
へ
の
個
人
情
報
の
掲
載

長
時
間
の
メ
デ
ィ
ア
（
ネ
ッ
ト
等
）
利
用
に
よ
る
影
響

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
特
徴
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

※
グ

ラ
フ

は
、

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

利
用

に
関

す
る

実
態

調
査

」
結

果
（

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
　

生
徒

指
導

推
進

室
）

よ
り

　
H

26
年

11
月

実
施

。
対

象
は

岡
山

県
内

の
小

４
～

高
３

か
ら

抽
出

し
た

7,
74

5人
。

グ
ラ

フ
の

「
小

学
生

」
は

小
４

～
小

６
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
イ

ラ
ス

ト
は

、
県

立
津

山
工

業
高

等
学

校
デ

ザ
イ

ン
科

の
生

徒
が

作
成

（
表

紙
を

含
む

）

ス
マ

ホ
パ

ソ
コ

ン
タ

ブ
レ

ット
端

末
携

帯
型

ゲ
ー

ム
機

従
来

型
の

携
帯

電
話

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

平
日

３
時

間
以

上
利

用
の

割
合（

％
）

小
学

生

6.
4

0102030

9.
2

中
学

生

21
.3

25
.5

高
校

生

23
.7

27
.9

H
23

H
26

自
分

の
ス

マ
ホ

等
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
（

小
学

生
31

.2
％

、
中

学
生

46
.7

％
、

高
校

生
97

.0
％

）
が

回
答

ネ
ッ

ト
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

割
合（

％
）

小
学

生
05010
0

58
.0

中
学

生

77
.2

高
校

生

95
.8

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
！
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
よ
。

こ
こ
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

ん
だ
よ
ね
！
W
i-F
i
が
使
え

る
と
こ
ろ
が
増
え
た
わ
。

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。

次
の
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
ク
リ

ア
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
も
う
少
し
だ
、

頑
張
ろ
う
！

よ
し
、
こ
の
ア
イ
テ
ム

も
買
っ
ち
ゃ
お
う
。

だ
い
ぶ
た
ま
っ
た
な
あ
。

〝
一
緒
に
徹
夜
で
ゲ
ー
ム
し
よ
う
〟
か
…
。

寝
た
い
ん
だ
け
ど
、
断
れ
な
い
な
ぁ
。

こ
の
動
画
の
続
き
を
見
な
く
っ

ち
ゃ
！
気
に
な
っ
て
眠
れ
な
い
よ
。

な
ん
だ
か
変
な
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
け

ど
、
大
丈
夫
か
な
。
有
料
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
に
、

謝
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
　

「
も
う
、
い
い
よ
。」
っ
て
送
ろ
う
。

や
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
。

私
の
個
人
情
報
が
世
界
中
の
人
に

見
ら
れ
て
る
！

な
ん
だ
か
気
が
合
い

そ
う
だ
わ
。

一
度
会
っ
て
み
よ
う
。

単
純
だ
な
。
完
全
に
オ
レ

の
こ
と
女
子
高
生
だ
っ
て

信
じ
て
る
な
。

あ
の
子
、
返
事
が
遅
い
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
う
外
そ
う
。

あ
れ
、
何
で
外
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
…

昨
日
ま
で
仲
良
し
だ
っ
た
の
に
。

い
や
だ
な
ぁ
。
変
な
画
像
が
送
ら
れ
て
き
た
。あ
い
つ
嫌
い
！
悪
口
を
み
ん
な

に
送
っ
て
や
ろ
う
。

謝
っ
た
の
に
、「
も
う
、い
い
よ
。」

だ
っ
て
！
む
か
つ
く
。

な
ん
で
私
の
住
所
が

知
ら
れ
て
る
の
？

あ
、
こ
の
写
真
も
ネ
ッ
ト

に
あ
げ
よ
う
。

ま
た
メ
ー
ル
が
来
て
る
。

す
ぐ
に
返
信
し
な
く
ち
ゃ
。

昨
日
は
悪
か
っ
た
。

ホ
ン
ト
、
ご
め
ん

も
う
、
い
い
よ
。

（
A子

）
（

B子
）

A子

B子
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A
D FE

B C★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

   
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

な
く

て
も

、ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

等
の

一
部

の
機

種
で

は
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、ネ

ッ
ト

へ
の

接
続

を
契

約
し

な
く

て
も

、W
i-F

i（
ワ

イ
フ

ァ
イ

）（
※

１
）

な
ど

の
無

線
LA

N
を

提
供

す
る

場
所

（
コ

ン
ビ

ニ
等

）
で

、
無

料
で

ネ
ッ

ト
が

利
用

で
き

ま
す

。
こ

れ
は

、
回

線
契

約
が

切
れ

た
古

い
ス

マ
ホ

等
で

も
同

様
で

す
。

　

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ（
※

5）
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
に

は
短

文
や

イ
ラ

ス
ト

が
多

く
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
真

意
が

伝
わ

り
に

く
く

、
誤

解
か

ら
生

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

が
ち

で
す

。
誤

っ
た

解
釈

に
よ

っ
て

、
た

と
え

腹
が

立
っ

た
と

し
て

も
、

相
手

の
い

や
が

る
写

真
等

を
送

っ
た

り
、

悪
口

を
他

の
人

に
広

め
た

り
す

る
こ

と
は

絶
対

に
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

子
ど

も
は

大
人

と
違

い
、

ブ
レ

ー
キ

が
き

き
に

く
い

面
も

あ
り

ま
す

の
で

、
メ

ー
ル

を
送

る
前

に
、

今
一

度
立

ち
止

ま
っ

て
考

え
る

よ
う

助
言

す
る

こ
と

も
必

要
で

す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無

料
と

い
わ

れ
て

い
る

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

等
で

も
、

ア
イ

テ
ム

や
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
追

加
に

夢
中

に
な

る
う

ち
に

課
金

が
繰

り
返

さ
れ

た
り

、
知

ら
な

い
う

ち
に

有
料

サ
イ

ト
等

に
ア

ク
セ

ス
し

て
、

高
額

な
請

求
を

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
で

は
相

手
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

、
言

葉
巧

み
に

近
づ

い
て

く
る

大
人

に
騙

さ
れ

て
犯

罪
被

害
に

遭
い

、
心

身
と

も
に

大
き

な
傷

を
抱

え
、

そ
れ

が
ネ

ッ
ト

へ
の

恐
怖

心
や

大
人

に
対

す
る

不
信

感
を

生
む

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

※
１

　
W

ｉ
-F

ｉ
（

ワ
イ

フ
ァ

イ
）

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
無

線
で

接
続

す
る

た
め

の
技

術
の

一
つ

で
す

。
ケ

ー
ブ

ル
の

代
わ

り
に

電
波

に
よ

る
無

線
通

信
を

行
う

の
で

、
ど

こ
で

も
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
気

軽
に

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
閲

覧
や

メ
ー

ル
の

利
用

が
で

き
ま

す
。

最
近

は
公

共
施

設
や

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

店
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

、
ネ

ッ
ト

を
無

料
で

使
え

る
「

W
i-F

iス
ポ

ッ
ト

」
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

※
２

　
ア

プ
リ

（
「

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
」

の
略

）
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

で
利

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

こ
と

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、

機
器

の
機

能
を

拡
張

し
ま

す
。

ア
プ

リ
は

誰
で

も
提

供
可

能
な

た
め

、
中

に
は

情
報

を
抜

き
取

っ
た

り
す

る
悪

質
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
３

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
（

ラ
イ

ン
）

 
Eメ

ー
ル

に
代

わ
る

連
絡

手
段

と
し

て
利

用
者

の
多

い
無

料
通

信
ア

プ
リ

で
す

。
文

字
入

力
に

よ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
受

信
（

大
人

数
で

の
同

時
や

り
と

り
も

可
能

）
の

ほ
か

、
通

話
も

で
き

ま
す

。
　

※
４

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
　

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

の
や

り
と

り
か

ら
特

定
の

子
ど

も
を

仲
間

外
れ

に
す

る
こ

と
で

す
。

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

に
は

や
り

と
り

す
る

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
を

編
集

す
る

機
能

が
あ

り
、

作
成

し
た

グ
ル

ー
プ

か
ら

本
人

の
了

解
な

く
誰

か
を

削
除

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

勝
手

に
外

さ
れ

た
本

人
は

ど
ん

な
理

由
で

外
さ

れ
た

か
分

か
ら

ず
、

傷
つ

い
た

り
不

安
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

※
５

　
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
エ

ス
エ

ヌ
エ

ス
 ：

 「
So

ci
al

 N
et

w
or

ki
ng

 S
er

vi
ce

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

 サ
ー

ビ
ス

」
の

略
）

　
「

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
＝

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

を
ネ

ッ
ト

上
で

可
能

に
し

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

や
サ

イ
ト

の
こ

と
で

す
。

誰
で

も
手

軽
に

使
え

る
の

で
、

情
報

発
信

や
情

報
交

換
の

場
と

し
て

世
界

中
の

人
が

利
用

し
て

い
ま

す
。

利
用

の
仕

方
次

第
で

は
ト

ラ
ブ

ル
の

原
因

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

SN
Sの

利
用

規
約

に
は

、
「

保
護

者
の

同
意

を
得

て
か

ら
利

用
す

る
よ

う
に

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

　
　

【
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
例

…
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
、

Tw
itt

er
、

Fa
ce

bo
ok

、
M

ix
i、

Am
eb

a、
G

RE
E、

m
ob

ag
e、

Sk
yp

eな
ど

】

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
何

気
な

い
気

持
ち

で
掲

載
し

た
写

真
等

が
相

手
を

傷
付

け
る

な
ど

、
ネ

ッ
ト

上
の

行
為

は
、

子
ど

も
が

簡
単

に
被

害
者

に
も

加
害

者
に

も
な

り
ま

す
。

ま
た

、
掲

載
さ

れ
た

個
人

情
報

や
画

像
は

、
加

工
さ

れ
て

誹
謗

・
中

傷
の

対
象

と
し

て
悪

用
さ

れ
た

り
、

写
真

に
含

ま
れ

て
い

る
位

置
情

報
か

ら
自

宅
の

住
所

等
が

特
定

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

一
度

流
出

し
た

個
人

情
報

は
一

瞬
に

し
て

全
世

界
に

広
が

り
、

コ
ピ

ー
が

繰
り

返
さ

れ
て

拡
散

す
る

た
め

、
削

除
を

す
る

こ
と

は
非

常
に

困
難

で
す

。

　
ゲ

ー
ム

や
動

画
に

は
、

子
ど

も
の

興
味

関
心

を
引

く
も

の
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

で
は

、
複

数
人

で
戦

う
こ

と
が

必
要

な
た

め
、

自
分

だ
け

抜
け

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

ア
イ

テ
ム

を
手

に
入

れ
る

時
間

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
離

れ
る

こ
と

が
で

き
ず

、
結

果
的

に
長

時
間

利
用

に
つ

な
が

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

学
習

時
間

や
睡

眠
時

間
が

不
足

し
、

授
業

に
集

中
で

き
な

い
だ

け
で

な
く

、
心

身
の

健
康

面
で

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

　

　
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

手
放

さ
な

い
理

由
の

一
つ

と
し

て
、

友
達

と
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

や
り

と
り

や
ゲ

ー
ム

へ
の

誘
い

等
を

断
れ

ず
、

自
分

で
は

や
め

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
無

料
通

信
ア

プ
リ

（
※

２
）

の
一

つ
で

あ
る

「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ（
ラ

イ
ン

）（
※

３
）」

な
ど

は
、

短
文

で
や

り
と

り
す

る
の

で
手

軽
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

め
ま

す
が

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
と

相
手

に
既

読
の

文
字

が
表

示
さ

れ
る

た
め

、
す

ぐ
に

返
事

を
し

な
い

と
「

既
読

無
視

」
と

し
て

、 「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
（

※
４

）」
な

ど
に

よ
る

仲
間

は
ず

れ
に

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

・
チ

ー
ム

で
戦

う
場

合
も

あ
る

た
め

、
勝

手
に

抜
け

ら
れ

な
い

・
欲

し
い

ア
イ

テ
ム

を
獲

得
す

る
た

め
の

時
間

（
夜

間
等

）
が

決
ま

っ
て

い
て

や
め

ら
れ

な
い

　
な

ど

○
メ

リ
ッ

ト
　

・
 無

料
で

通
話

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
が

可
能

　
・

 多
く

の
人

数
で

の
一

斉
通

信
が

可
能

○
デ

メ
リ

ッ
ト

・
閉

じ
ら

れ
た

世
界

で
外

か
ら

見
え

な
い

た
め

、
誹

謗
・

中
傷

や
い

じ
め

が
密

か
に

進
行

し
、

表
面

化
し

た
時

に
は

深
刻

な
事

態
に

陥
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

○
体

へ
の

影
響

 
 

○
心

へ
の

影
響

　
・

視
力

の
低

下
 

 
　

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
低

下
　

・
運

動
不

足
 

　
 

　
・

自
己

中
心

的
に

な
り

や
す

い
　

・
疲

れ
や

す
く

な
る

 　
 

　
・

攻
撃

的
、

批
判

的
に

な
り

や
す

い
　

な
ど

「
自

分
の

ス
マ

ホ
等

を
持

っ
て

い
な

い
小

中
学

生
が

、 
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
た

め
に

い
ち

ば
ん

よ
く

使
う

も
の

」

小
学

生
・

・
・

携
帯

型
ゲ

ー
ム

機
　（

33
.7

%
）

中
学

生
・

・
・

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
41

.1
%

）
※「

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
」

よ
り

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
で
も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　
ネ

ッ
ト

上
に

他
人

の
個

人
情

報
や

写
真

を
無

断
で

掲
載

す
る

こ
と

は
、

著
作

権
や

肖
像

権
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
と

な
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

名
誉

毀
損

を
問

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ネ
ッ
ト
上
へ
の
個
人
情
報
の
掲
載

長
時
間
の
メ
デ
ィ
ア
（
ネ
ッ
ト
等
）
利
用
に
よ
る
影
響

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
特
徴
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

※
グ

ラ
フ

は
、

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

利
用

に
関

す
る

実
態

調
査

」
結

果
（

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
　

生
徒

指
導

推
進

室
）

よ
り

　
H

26
年

11
月

実
施

。
対

象
は

岡
山

県
内

の
小

４
～

高
３

か
ら

抽
出

し
た

7,
74

5人
。

グ
ラ

フ
の

「
小

学
生

」
は

小
４

～
小

６
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
イ

ラ
ス

ト
は

、
県

立
津

山
工

業
高

等
学

校
デ

ザ
イ

ン
科

の
生

徒
が

作
成

（
表

紙
を

含
む

）

ス
マ

ホ
パ

ソ
コ

ン
タ

ブ
レ

ット
端

末
携

帯
型

ゲ
ー

ム
機

従
来

型
の

携
帯

電
話

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

平
日

３
時

間
以

上
利

用
の

割
合（

％
）

小
学

生

6.
4

0102030

9.
2

中
学

生

21
.3

25
.5

高
校

生

23
.7

27
.9

H
23

H
26

自
分

の
ス

マ
ホ

等
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
（

小
学

生
31

.2
％

、
中

学
生

46
.7

％
、

高
校

生
97

.0
％

）
が

回
答

ネ
ッ

ト
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

割
合（

％
）

小
学

生
05010
0

58
.0

中
学

生

77
.2

高
校

生

95
.8

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
！
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
よ
。

こ
こ
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

ん
だ
よ
ね
！
W
i-F
i
が
使
え

る
と
こ
ろ
が
増
え
た
わ
。

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。

次
の
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
ク
リ

ア
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
も
う
少
し
だ
、

頑
張
ろ
う
！

よ
し
、
こ
の
ア
イ
テ
ム

も
買
っ
ち
ゃ
お
う
。

だ
い
ぶ
た
ま
っ
た
な
あ
。

〝
一
緒
に
徹
夜
で
ゲ
ー
ム
し
よ
う
〟
か
…
。

寝
た
い
ん
だ
け
ど
、
断
れ
な
い
な
ぁ
。

こ
の
動
画
の
続
き
を
見
な
く
っ

ち
ゃ
！
気
に
な
っ
て
眠
れ
な
い
よ
。

な
ん
だ
か
変
な
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
け

ど
、
大
丈
夫
か
な
。
有
料
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
に
、

謝
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
　

「
も
う
、
い
い
よ
。」
っ
て
送
ろ
う
。

や
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
。

私
の
個
人
情
報
が
世
界
中
の
人
に

見
ら
れ
て
る
！

な
ん
だ
か
気
が
合
い

そ
う
だ
わ
。

一
度
会
っ
て
み
よ
う
。

単
純
だ
な
。
完
全
に
オ
レ

の
こ
と
女
子
高
生
だ
っ
て

信
じ
て
る
な
。

あ
の
子
、
返
事
が
遅
い
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
う
外
そ
う
。

あ
れ
、
何
で
外
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
…

昨
日
ま
で
仲
良
し
だ
っ
た
の
に
。

い
や
だ
な
ぁ
。
変
な
画
像
が
送
ら
れ
て
き
た
。あ
い
つ
嫌
い
！
悪
口
を
み
ん
な

に
送
っ
て
や
ろ
う
。

謝
っ
た
の
に
、「
も
う
、い
い
よ
。」

だ
っ
て
！
む
か
つ
く
。

な
ん
で
私
の
住
所
が

知
ら
れ
て
る
の
？

あ
、
こ
の
写
真
も
ネ
ッ
ト

に
あ
げ
よ
う
。

ま
た
メ
ー
ル
が
来
て
る
。

す
ぐ
に
返
信
し
な
く
ち
ゃ
。

昨
日
は
悪
か
っ
た
。

ホ
ン
ト
、
ご
め
ん

も
う
、
い
い
よ
。

（
A子

）
（

B子
）

A子

B子

A
D FE

B C★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
の
は
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ａ
．
ネ
ッ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず
だ
け
ど
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｄ
．最
近
元
気
な
い
け
ど
、友
達
と
何
か
あ
っ
た
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｂ
．こ
ん
な
に
長
い
時
間
、何
に
熱
中
し
て
い
る
の
か
な
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｅ
．
個
人
情
報
は
守
ら
れ
て
い
る
は
ず
だ
け
ど
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｃ
．ど
う
し
て
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
手
放
せ
な
い
の
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

Ｆ
．
危
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
？

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

～
今
、子
ど
も
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。（
左
面
の
解
説
）～

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
ネ
ッ
ト
の
長
時
間
利
用
は
、依
存
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

★
や
め
た
く
て
も
自
分
で
は
や
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

   
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

持
っ

て
い

な
く

て
も

、ゲ
ー

ム
機

や
携

帯
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

等
の

一
部

の
機

種
で

は
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、ネ

ッ
ト

へ
の

接
続

を
契

約
し

な
く

て
も

、W
i-F

i（
ワ

イ
フ

ァ
イ

）（
※

１
）

な
ど

の
無

線
LA

N
を

提
供

す
る

場
所

（
コ

ン
ビ

ニ
等

）
で

、
無

料
で

ネ
ッ

ト
が

利
用

で
き

ま
す

。
こ

れ
は

、
回

線
契

約
が

切
れ

た
古

い
ス

マ
ホ

等
で

も
同

様
で

す
。

　

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

★
文
字
だ
け
で
の
や
り
と
り
で
は
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ（
※

5）
で

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
に

は
短

文
や

イ
ラ

ス
ト

が
多

く
用

い
ら

れ
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
真

意
が

伝
わ

り
に

く
く

、
誤

解
か

ら
生

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

が
発

生
し

が
ち

で
す

。
誤

っ
た

解
釈

に
よ

っ
て

、
た

と
え

腹
が

立
っ

た
と

し
て

も
、

相
手

の
い

や
が

る
写

真
等

を
送

っ
た

り
、

悪
口

を
他

の
人

に
広

め
た

り
す

る
こ

と
は

絶
対

に
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

子
ど

も
は

大
人

と
違

い
、

ブ
レ

ー
キ

が
き

き
に

く
い

面
も

あ
り

ま
す

の
で

、
メ

ー
ル

を
送

る
前

に
、

今
一

度
立

ち
止

ま
っ

て
考

え
る

よ
う

助
言

す
る

こ
と

も
必

要
で

す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
は
た
く
さ
ん
の
危
険
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無

料
と

い
わ

れ
て

い
る

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

等
で

も
、

ア
イ

テ
ム

や
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
追

加
に

夢
中

に
な

る
う

ち
に

課
金

が
繰

り
返

さ
れ

た
り

、
知

ら
な

い
う

ち
に

有
料

サ
イ

ト
等

に
ア

ク
セ

ス
し

て
、

高
額

な
請

求
を

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

の
世

界
で

は
相

手
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

た
め

、
言

葉
巧

み
に

近
づ

い
て

く
る

大
人

に
騙

さ
れ

て
犯

罪
被

害
に

遭
い

、
心

身
と

も
に

大
き

な
傷

を
抱

え
、

そ
れ

が
ネ

ッ
ト

へ
の

恐
怖

心
や

大
人

に
対

す
る

不
信

感
を

生
む

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

※
１

　
W

ｉ
-F

ｉ
（

ワ
イ

フ
ァ

イ
）

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
無

線
で

接
続

す
る

た
め

の
技

術
の

一
つ

で
す

。
ケ

ー
ブ

ル
の

代
わ

り
に

電
波

に
よ

る
無

線
通

信
を

行
う

の
で

、
ど

こ
で

も
ネ

ッ
ト

に
接

続
し

、
気

軽
に

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
閲

覧
や

メ
ー

ル
の

利
用

が
で

き
ま

す
。

最
近

は
公

共
施

設
や

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

店
、

コ
ン

ビ
ニ

な
ど

、
ネ

ッ
ト

を
無

料
で

使
え

る
「

W
i-F

iス
ポ

ッ
ト

」
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

※
２

　
ア

プ
リ

（
「

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
」

の
略

）
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
や

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
等

で
利

用
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

こ
と

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
、

機
器

の
機

能
を

拡
張

し
ま

す
。

ア
プ

リ
は

誰
で

も
提

供
可

能
な

た
め

、
中

に
は

情
報

を
抜

き
取

っ
た

り
す

る
悪

質
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
３

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
（

ラ
イ

ン
）

 
Eメ

ー
ル

に
代

わ
る

連
絡

手
段

と
し

て
利

用
者

の
多

い
無

料
通

信
ア

プ
リ

で
す

。
文

字
入

力
に

よ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

送
受

信
（

大
人

数
で

の
同

時
や

り
と

り
も

可
能

）
の

ほ
か

、
通

話
も

で
き

ま
す

。
　

※
４

　
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
　

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

の
や

り
と

り
か

ら
特

定
の

子
ど

も
を

仲
間

外
れ

に
す

る
こ

と
で

す
。

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

に
は

や
り

と
り

す
る

グ
ル

ー
プ

の
メ

ン
バ

ー
を

編
集

す
る

機
能

が
あ

り
、

作
成

し
た

グ
ル

ー
プ

か
ら

本
人

の
了

解
な

く
誰

か
を

削
除

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

勝
手

に
外

さ
れ

た
本

人
は

ど
ん

な
理

由
で

外
さ

れ
た

か
分

か
ら

ず
、

傷
つ

い
た

り
不

安
に

な
っ

た
り

し
ま

す
。

※
５

　
Ｓ

Ｎ
Ｓ

（
エ

ス
エ

ヌ
エ

ス
 ：

 「
So

ci
al

 N
et

w
or

ki
ng

 S
er

vi
ce

　
ソ

ー
シ

ャ
ル

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

 サ
ー

ビ
ス

」
の

略
）

　
「

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
＝

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

を
ネ

ッ
ト

上
で

可
能

に
し

て
く

れ
る

サ
ー

ビ
ス

や
サ

イ
ト

の
こ

と
で

す
。

誰
で

も
手

軽
に

使
え

る
の

で
、

情
報

発
信

や
情

報
交

換
の

場
と

し
て

世
界

中
の

人
が

利
用

し
て

い
ま

す
。

利
用

の
仕

方
次

第
で

は
ト

ラ
ブ

ル
の

原
因

に
な

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

SN
Sの

利
用

規
約

に
は

、
「

保
護

者
の

同
意

を
得

て
か

ら
利

用
す

る
よ

う
に

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
。

　
　

【
Ｓ

Ｎ
Ｓ

の
例

…
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
、

Tw
itt

er
、

Fa
ce

bo
ok

、
M

ix
i、

Am
eb

a、
G

RE
E、

m
ob

ag
e、

Sk
yp

eな
ど

】

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

★
一
度
流
れ
た
個
人
情
報
は
、削
除
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
何

気
な

い
気

持
ち

で
掲

載
し

た
写

真
等

が
相

手
を

傷
付

け
る

な
ど

、
ネ

ッ
ト

上
の

行
為

は
、

子
ど

も
が

簡
単

に
被

害
者

に
も

加
害

者
に

も
な

り
ま

す
。

ま
た

、
掲

載
さ

れ
た

個
人

情
報

や
画

像
は

、
加

工
さ

れ
て

誹
謗

・
中

傷
の

対
象

と
し

て
悪

用
さ

れ
た

り
、

写
真

に
含

ま
れ

て
い

る
位

置
情

報
か

ら
自

宅
の

住
所

等
が

特
定

さ
れ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

一
度

流
出

し
た

個
人

情
報

は
一

瞬
に

し
て

全
世

界
に

広
が

り
、

コ
ピ

ー
が

繰
り

返
さ

れ
て

拡
散

す
る

た
め

、
削

除
を

す
る

こ
と

は
非

常
に

困
難

で
す

。

　
ゲ

ー
ム

や
動

画
に

は
、

子
ど

も
の

興
味

関
心

を
引

く
も

の
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
例

え
ば

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

で
は

、
複

数
人

で
戦

う
こ

と
が

必
要

な
た

め
、

自
分

だ
け

抜
け

ら
れ

な
か

っ
た

り
、

ア
イ

テ
ム

を
手

に
入

れ
る

時
間

が
決

ま
っ

て
い

る
た

め
離

れ
る

こ
と

が
で

き
ず

、
結

果
的

に
長

時
間

利
用

に
つ

な
が

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

学
習

時
間

や
睡

眠
時

間
が

不
足

し
、

授
業

に
集

中
で

き
な

い
だ

け
で

な
く

、
心

身
の

健
康

面
で

悪
い

影
響

を
及

ぼ
す

こ
と

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

　

　
携

帯
電

話
や

ス
マ

ホ
を

手
放

さ
な

い
理

由
の

一
つ

と
し

て
、

友
達

と
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
の

や
り

と
り

や
ゲ

ー
ム

へ
の

誘
い

等
を

断
れ

ず
、

自
分

で
は

や
め

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

特
に

、
無

料
通

信
ア

プ
リ

（
※

２
）

の
一

つ
で

あ
る

「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ（
ラ

イ
ン

）（
※

３
）」

な
ど

は
、

短
文

で
や

り
と

り
す

る
の

で
手

軽
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

楽
し

め
ま

す
が

、
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
読

む
と

相
手

に
既

読
の

文
字

が
表

示
さ

れ
る

た
め

、
す

ぐ
に

返
事

を
し

な
い

と
「

既
読

無
視

」
と

し
て

、 「
Ｌ

Ｉ
Ｎ

Ｅ
外

し
（

※
４

）」
な

ど
に

よ
る

仲
間

は
ず

れ
に

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

・
チ

ー
ム

で
戦

う
場

合
も

あ
る

た
め

、
勝

手
に

抜
け

ら
れ

な
い

・
欲

し
い

ア
イ

テ
ム

を
獲

得
す

る
た

め
の

時
間

（
夜

間
等

）
が

決
ま

っ
て

い
て

や
め

ら
れ

な
い

　
な

ど

○
メ

リ
ッ

ト
　

・
 無

料
で

通
話

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
や

り
と

り
が

可
能

　
・

 多
く

の
人

数
で

の
一

斉
通

信
が

可
能

○
デ

メ
リ

ッ
ト

・
閉

じ
ら

れ
た

世
界

で
外

か
ら

見
え

な
い

た
め

、
誹

謗
・

中
傷

や
い

じ
め

が
密

か
に

進
行

し
、

表
面

化
し

た
時

に
は

深
刻

な
事

態
に

陥
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

○
体

へ
の

影
響

 
 

○
心

へ
の

影
響

　
・

視
力

の
低

下
 

 
　

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
低

下
　

・
運

動
不

足
 

　
 

　
・

自
己

中
心

的
に

な
り

や
す

い
　

・
疲

れ
や

す
く

な
る

 　
 

　
・

攻
撃

的
、

批
判

的
に

な
り

や
す

い
　

な
ど

「
自

分
の

ス
マ

ホ
等

を
持

っ
て

い
な

い
小

中
学

生
が

、 
ネ

ッ
ト

を
利

用
す

る
た

め
に

い
ち

ば
ん

よ
く

使
う

も
の

」

小
学

生
・

・
・

携
帯

型
ゲ

ー
ム

機
　（

33
.7

%
）

中
学

生
・

・
・

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
41

.1
%

）
※「

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

の
利

用
に

関
す

る
実

態
調

査
」

よ
り

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
で
も
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　
ネ

ッ
ト

上
に

他
人

の
個

人
情

報
や

写
真

を
無

断
で

掲
載

す
る

こ
と

は
、

著
作

権
や

肖
像

権
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

の
侵

害
と

な
り

、
場

合
に

よ
っ

て
は

名
誉

毀
損

を
問

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ネ
ッ
ト
上
へ
の
個
人
情
報
の
掲
載

長
時
間
の
メ
デ
ィ
ア
（
ネ
ッ
ト
等
）
利
用
に
よ
る
影
響

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
特
徴
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

※
グ

ラ
フ

は
、

「
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

等
の

利
用

に
関

す
る

実
態

調
査

」
結

果
（

岡
山

県
教

育
庁

義
務

教
育

課
　

生
徒

指
導

推
進

室
）

よ
り

　
H

26
年

11
月

実
施

。
対

象
は

岡
山

県
内

の
小

４
～

高
３

か
ら

抽
出

し
た

7,
74

5人
。

グ
ラ

フ
の

「
小

学
生

」
は

小
４

～
小

６
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
イ

ラ
ス

ト
は

、
県

立
津

山
工

業
高

等
学

校
デ

ザ
イ

ン
科

の
生

徒
が

作
成

（
表

紙
を

含
む

）

ス
マ

ホ
パ

ソ
コ

ン
タ

ブ
レ

ット
端

末
携

帯
型

ゲ
ー

ム
機

従
来

型
の

携
帯

電
話

携
帯

型
音

楽
プ

レ
ー

ヤ
ー

平
日

３
時

間
以

上
利

用
の

割
合（

％
）

小
学

生

6.
4

0102030

9.
2

中
学

生

21
.3

25
.5

高
校

生

23
.7

27
.9

H
23

H
26

自
分

の
ス

マ
ホ

等
を

持
っ

て
い

る
児

童
生

徒
（

小
学

生
31

.2
％

、
中

学
生

46
.7

％
、

高
校

生
97

.0
％

）
が

回
答

ネ
ッ

ト
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
て

い
る

割
合（

％
）

小
学

生
05010
0

58
.0

中
学

生

77
.2

高
校

生

95
.8

音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
！
こ
れ
で
ネ
ッ
ト
に
つ
な

が
る
よ
。

こ
こ
も
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る

ん
だ
よ
ね
！
W
i-F
i
が
使
え

る
と
こ
ろ
が
増
え
た
わ
。

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
も
、

ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
が
で
き
る
ん
だ
よ
ね
。

次
の
ア
イ
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
た

め
に
は
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
を
ク
リ

ア
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
も
う
少
し
だ
、

頑
張
ろ
う
！

よ
し
、
こ
の
ア
イ
テ
ム

も
買
っ
ち
ゃ
お
う
。

だ
い
ぶ
た
ま
っ
た
な
あ
。

〝
一
緒
に
徹
夜
で
ゲ
ー
ム
し
よ
う
〟
か
…
。

寝
た
い
ん
だ
け
ど
、
断
れ
な
い
な
ぁ
。

こ
の
動
画
の
続
き
を
見
な
く
っ

ち
ゃ
！
気
に
な
っ
て
眠
れ
な
い
よ
。

な
ん
だ
か
変
な
サ
イ
ト
に
つ
な
が
っ
た
け

ど
、
大
丈
夫
か
な
。
有
料
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。

た
い
し
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
の
に
、

謝
っ
て
く
れ
た
ん
だ
。
　

「
も
う
、
い
い
よ
。」
っ
て
送
ろ
う
。

や
だ
、
知
ら
な
か
っ
た
。

私
の
個
人
情
報
が
世
界
中
の
人
に

見
ら
れ
て
る
！

な
ん
だ
か
気
が
合
い

そ
う
だ
わ
。

一
度
会
っ
て
み
よ
う
。

単
純
だ
な
。
完
全
に
オ
レ

の
こ
と
女
子
高
生
だ
っ
て

信
じ
て
る
な
。

あ
の
子
、
返
事
が
遅
い
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
う
外
そ
う
。

あ
れ
、
何
で
外
さ
れ
て
る
ん
だ
ろ
う
…

昨
日
ま
で
仲
良
し
だ
っ
た
の
に
。

い
や
だ
な
ぁ
。
変
な
画
像
が
送
ら
れ
て
き
た
。あ
い
つ
嫌
い
！
悪
口
を
み
ん
な

に
送
っ
て
や
ろ
う
。

謝
っ
た
の
に
、「
も
う
、い
い
よ
。」

だ
っ
て
！
む
か
つ
く
。

な
ん
で
私
の
住
所
が

知
ら
れ
て
る
の
？

あ
、
こ
の
写
真
も
ネ
ッ
ト

に
あ
げ
よ
う
。

ま
た
メ
ー
ル
が
来
て
る
。

す
ぐ
に
返
信
し
な
く
ち
ゃ
。

昨
日
は
悪
か
っ
た
。

ホ
ン
ト
、
ご
め
ん

も
う
、
い
い
よ
。

（
A子

）
（

B子
）

A子

B子
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　インターネット（以下「ネット」という。）は情報伝達や情報収
集において今や欠かせないものであり、その利便性は日々向上して
いますが、その反面、トラブルの原因と
なったり犯罪に利用されたりすることも
あります。
　ルールを守る態度やマナーを身に付けさ
せて、子どもを危険から守ることも大人の
役目です。
  スマートフォン（以下「スマホ」という。）
やネットの適切な使い方について、子ど
もと話し合ってみませんか？ 

□どのような機器でネットを利用しているか知っている。 □どのような目的でネットを利用しているか知っている。

□いつ、どのような場所でネットを利用しているか知っている。 □メールや通信の相手がどんな人か知っている。

□スマホ等を一日どのくらいの時間利用しているか知っている。

□どのようなアプリやサービスを利用しているか知っている。

見かけ上は、個人が特定されにく
いが、実は匿名の世界ではない

保護者・大人保護者・大人の責任としての責任として

ネット社会の特徴ネット社会の特徴

お子さんのスマホ・ネットの利用についてご存知ですか？お子さんのスマホ・ネットの利用についてご存知ですか？

　「欲しい」と言われてすぐ購入するのではなく、「なぜ必要なのか」「どう使うのか」をくわしく聞いて、
その理由が保護者を納得させるものでなければ、まだ持たせる時期ではありません。そのことについて、
子どもが納得するまで話し合いましょう。
　また、安全のために持たせるのであれば、携帯電話やスマホでなければだめなのか、それ以外の手段
はないか、よく考えてみてください。 

　子どもは大人の行動を見て、学び、育ちます。ネッ
トを「使いこなす力」を身に付けさせるためには、
子どもとともに、保護者自身がネットに関する知識・
技術、情報モラルを身に付けることが重要です。過
度の利用に注意するとともに、ネット上でも現実社
会と同様に、他人を思いやる心や自制する心、ルー
ルやマナー等を保護者自身が大切にしましょう。
　また、子どもと一緒の時は、画面ではなく、子ど
もの顔を見て話しましょう。

●県・県教育委員会
　　岡山県青少年総合相談センター（ハートフルおかやま 110）総合相談窓口　086-224-7110
　　24 時間子供 SOS ダイヤル　0570-0-78310
　　県総合教育センター 0866-56-9115
　　倉敷教育相談室 086-427-0244
　　高梁教育相談室 0866-22-9833
　　津山教育相談室 0868-24-1424

●法務局関係　［ネット上の人権侵害情報に関する相談等に対応します］
　　全国共通人権相談ダイヤル（みんなの人権１１０番）　0570-003-110
　　　※最寄りの法務局・地方法務局及びその支局につながります。
　　子どもの人権 110 番 0120-007-110
　　　※最寄りの法務局・地方法務局につながります。
　　インターネット人権相談 http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
　　　※最寄りの法務局・地方法務局から回答します。

●警察関係
　　岡山県警察総合相談ダイヤル　♯9110
　　岡山県警察サイバー犯罪対策室 http://www.pref.okayama.jp/page/detail-95438.html 
　　ヤングテレホン・いじめ 110 番【24 時間】 086-231-3741   
          
●その他
　　岡山県消費生活センター 086-226-0999 （通信契約等についての相談に限ります）
　　　　　〃　　　津山分室 0868-23-1247 （　　　      　　　〃　　　      　　　）
　　消費者ホットライン 0570-064-370 （平成 27 年７月からは「188」でつながります）
　　迷惑メール相談センター（日本データ通信協会）　03-5974-0068 　http://www.dekyo.or.jp/soudan/
      （※広告宣伝目的の迷惑メールやチェーンメールについての相談に限ります）

●携帯電話会社
　　KDDI（au）  0077-7-111   NTT ドコモ  0120-800-000
　　ソフトバンク 0800-919-0157 ワイモバイル 0570-039-151

次のサイトに、子どもたちがケータイやスマホを使うときに巻き込まれるかもしれない問題について、くわしく説
明しています。トラブルへの対処法についても掲載していますので、こちらも参考にしてください。

このリーフレットの活用方法については、岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室のホームページを御覧ください。

●最初は保護者と一緒に使いましょう
　困った時はすぐ助けられるよう、保護者の目
の届く範囲でネットを利用させましょう。

●徐々に利用範囲を広げましょう
　子どもがネットの特徴を理解し、情報モラル
の習得が進んだら、段階に応じてフィルタリン
グの設定を見直して、利用できる範囲・サービ
スを広げましょう。

購入する前に考えましょう

保護者の皆さんへ
～あなたの使い方は？～

　子どもを様々な危険から守るためには、学校や家
庭だけでなく、地域の方の協力が必要です。登下校
の挨拶をはじめ、日頃からの声かけなど、学校・家庭・
地域が一体となって子どもを守りましょう。現実の
世界に居場所が見つからず、ネットの世界に逃避す
る若者が増えています。日常の生活の中で子どもの
居場所や活躍の場をつくり、現実社会を生き抜いて
いく力を身に付けさせることが、大人が子どもにで
きることではないでしょうか。

地域の皆さんへ
～あなたの力が必要です～

◎発達段階に応じてネットを利用させましょう

◎子どもと一緒にルールをつくりましょう

我が家のルールの例

「今、自分の子どもに携帯電話が本当に必要なの？」
「本当にスマホじゃないといけないの？」 　携帯電話等を購入する際には、LINE 等の無料通信アプリができないからといって、子どもがフィル

タリングの設定をいやがる場合があります。（注）
　フィルタリングは、年齢や判断力等に応じた細かい設定ができますので、学習関係のサイト等だけに
アクセスしたり、LINE 等の通信機能を保持しながら他のサイトへの接続を遮断することも可能です。
決して使い勝手が悪くなるわけではありませんので、子どもを守るためには、特段の理由がない限り解
除しないようにしましょう。
　また、ゲーム機や携帯音楽プレーヤーなども無線ＬＡＮ回線（Wi-Fi 等）を利用してネットにつながる
機器がありますので、フィルタリングや閲覧制限・課金制限などのペアレンタルコントロール機能の設定
方法については、メーカーのホームページで確認をするか、機器を購入した販売店等に御相談ください。

（注）平成 27 年３月末から、ＬＩＮＥは小学生向けのフィルタリングサービス（設定）でない限りは初期設定で     
　　 使えるようになっています。

スマホ・ネットの適切な使い方を中学生が小学生に
伝えています（赤磐市立高陽中学校）

●放置したり、あきらめたりしないようにしましょう
　・購入した後だからとあきらめず、必要なルールや注意点を子どもと一緒に考えましょう。
　・リスクの低い利用になるように、子ども自身の気付きを手助けしましょう。
　・わからないことがあれば、子どもに聞いて一緒に考えましょう。
●困った時にいつでも相談できる相手になりましょう
　・子どもが発している SOS に気づき、一声かけて悩みを聞きましょう。
●モラルや、コミュニケーション能力を身に付けさせましょう
　・現実社会において許されない行為はネットの社会でも許されないことを伝え、常に相手を大切　
　　にするコミュニケーションを心がけていきましょう。

購入する時に気をつけましょう

購入した後も、子どもがすることに関心を持ちましょう 非匿名性
相手と直接会わなくてもコ
ミュニケーションが成立する

非対面性
一瞬にして世界中に情報が広
がり、削除が困難である

広域性・拡散性

◎フィルタリングを設定しましょう

◎子どもとコミュニケーションをとりましょう

　家庭でのルールを決めるには、子どもとしっかり話し合うことが大切です。「あれはダメ、これも
ダメ」となりがちですが、「あなたを守るために必要なこと」という保護者の気持ちをしっかりと伝え、
子どもが納得して守ることができるよう、購入する前にしっかりと話し合ってルールを決めましょう。
　●危険性を子どもとともに理解し、ルールづくりの必要性を伝えましょう。
　●一方的なルールにならないよう、必ず子どもと話し合いながら決めましょう。
　●ルールを決めたら終わりではなく、ルールが守られているかを確認し、必要に応じて見直しましょう。

○○家のルール（小学校５年生）
・携帯電話は午後９時になったら親に預ける。
・携帯電話は自分の部屋で使わない。
・勉強中や食事中は使わない。　　　　　
・知らない人（一度も会ったことのない人）と

メール等のやりとりをしない。
・ルールを守らなかった場合は、親がいいという

までは携帯電話を持たない。

我が家のルールを作ってみましょう

１

２

３

４

５

単なる禁止や取り上げだけでは、子どもは納得しません。

岡山県教育委員会では、次の３つの取組を進めています。
　○保護者が午後９時以降はスマホを預かりましょう。
　○ゲームも午後９時までとしましょう。
　○学校でスマホなどについて考える場を設けましょう。

スマホやゲーム等以外にも、例えば読書やスポーツなど、熱中できるものを
一緒に見つけて、子どもの興味や関心を広げましょう。

□にチェックしてみましょう

（１）携帯電話を持たせる場合（１）携帯電話を持たせる場合

（２）スマホを持たせる場合（２）スマホを持たせる場合

（３）パソコン・ゲーム機・携帯音楽プレーヤー等を持たせる場合（３）パソコン・ゲーム機・携帯音楽プレーヤー等を持たせる場合

　携帯電話を購入する際に、携帯電話会社のフィルタリングサービスを利
用しましょう。自動的に違法・有害情報等の閲覧を防ぐことができます。

　必ずフィルタリングサービスを利用しましょう。　
　次の３つのフィルタリングが必要です。
　　①携帯電話会社が提供する回線のフィルタリング
　　②無線ＬＡＮ回線（Wi-Fi 等）のフィルタリング
　　③アプリ用のフィルタリング
　携帯電話会社が提供しているサービスには３つの
フィルタリングがセットになったものもあります。機
器によって設定が異なりますので、購入時に販売店に
確認しましょう。また、利用時間帯を制限できるサー
ビスも利用できます。

　ゲーム機や音楽プレーヤー等の利用機器によって設定方法が異なりますので、使用説明書に記載が無
い場合は使用する機器のメーカーや販売店等で設定方法を御確認ください。

相 談 窓 口

岡山県県民生活部情報政策課 HP http://www.pref.okayama.jp/kikaku/joho/keitai/
検 索検 索

↑↑ケータイ・スマホ 岡山

岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室 HP　http://www.pref.okayama.jp/soshiki/314/

岡山市北区内山下 2-4-6　TEL.086-226-7589
岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室

検 索検 索

↑↑岡山県教育庁義務教育課生徒指導推進室

お問い合わせ先

保護者、地域の皆さんへ保護者、地域の皆さんへ

岡山県教育委員会岡山県教育委員会

9 時以降は
預かるわよ。

うん、わかった。

【相談窓口により受付時間が異なりますので御注意ください】

古紙生成率70％再生紙を使用しています。

このチラシは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用しています。平成 27 年 6 月発行

家庭のルールがある（%）

小学生

63.2 54.8

中学生

70.3
39.8

高校生

51.7
13.4

H23

H26

フィルタリングの設定率（%）

小学生

30.1
60

30

0

30.5

中学生

44.2
34.5

高校生

37.7 40.8
H23
H26

携帯電話会社の回線の
フィルタリング

３G、４G回線や
LTEなど

携帯電話会社の
フィルタリングシステム

1

アプリ

ブラウザ

3

アプリ用の
フィルタリング

無線LAN回線
（Wi-Fiなど）の
フィルタリング

インターネット

無線LAN回線
（Wi-Fiなど）

３種類のフィルタ
リングがあるんだね！
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 知っていますか？  
 スマホ・ネットのこと


